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　平成25年9月定例会は、8月30日から9月30日（32日間）の会期で開催しました。
　平成24年度一般会計・特別会計・企業会計をはじめ、補正予算第2号・第3号や条例
など53議案、陳情2件を審議しました。

９
月
定
例
会

平成24年度　一般会計決算全体の概要

病院事業４年連続で黒字！病院事業４年連続で黒字！病院事業４年連続で黒字！ 浸水対策などのインフラ整備や
自殺予防対策、財政健全化推進を評価！

財政健全化判断比率は４指標とも健全、実質収支は4億4800万円の黒字
京丹後市健全化判断比率国が定める早期健全化基準

（11.25～15％）

12.43％

17.43％

25％

350％

（16.25～20％）

（△10.50％）

15.4％
（前年度 15.7％）

111.7％
（前年度 110.2％）

（△2.16％）

黒字
（△4億4800万円）

黒字
（△2億1720万円）

前年比
　0.3ポイント改善

前年比
　1.5ポイント増加

項　　目

実質赤字比率

連結実質赤字比率

将来負担比率

実質公債費比率
（3ヵ年平均数値）

事務事業のスクラップとさらなる経済対策など課題を指摘！
◆
再
配
置
に
よ
り
増
加
が
見

込
ま
れ
る
通
学
バ
ス
の
安
全

運
行
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

◆
生
ご
み
収
集
モ
デ
ル
事
業

は
、
３
年
が
経
過
す
る
。
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

◆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
成

果
と
課
題
の
整
理
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

◆
目
標
を
大
幅
に
下
回
っ
た

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
の
実
績
と

成
果
に
つ
い
て
分
析
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

◆
市
役
所
全
体
と
し
て
の
事

務
事
業
を
総
括
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

◆
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

で
、
事
務
量
の
軽
減
を
図
り
、

マ
ン
パ
ワ
ー
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◆
公
共
事
業
は
財
政
コ
ス
ト

で
は
な
い
。
雇
用
対
策
の
側

面
も
あ
る
。
市
内
産
業
へ
の

投
資
と
し
て
考
え
よ
。

◆
地
域
の
産
業
が
著
し
く
悪

化
し
て
い
る
。さ
ら
な
る
振
興

政
策
や
創
業
支
援
政
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

◆
交
付
税
も
有
効
活
用
し
て
、

経
済
対
策
に
繋
が
る
事
業
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

　
水
洗
化
率
は
47
・
８
％
。普

及
率
は
新
た
に
供
給
開
始
さ

れ
た
地
域
を
除
け
ば
、お
お

む
ね
60
％
を
超
え
る
。

　
排
水
設
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

事
業
で
、新
た
に
30
件
の
接

続
が
あ
り
、普
及
推
進
員
と

共
に
有
効
な
事
業
と
な
っ
た
。

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
額
は

５
１
７
８
万
円
の
黒
字
だ
が
、

繰
入
金
８
億
１
０
０
０
万
円
、

市
債
の
借
入
額
は
８
億
５
６

３
０
万
円
、年
度
末
の
借
入

残
高
が
２
０
４
億
８
８
３
０

万
円
と
な
っ
た
。料
金
等
に

つ
い
て
も
検
討
の
時
期
に
来

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

病
院
事
業
特
別
会
計

　
営
業
成
績
は
４
年
連
続
の

黒
字
と
な
っ
て
い
る
。今
後

は
、市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
、何
が
で
き

る
の
か
、考
え
る
時
期
に
来

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

工
業
用
地
造
成
事
業

　
平
成
22
年
に
完
成
し
た
が
、

未
だ
成
約
が
な
さ
れ
な
い
。

歳
入
１
億
９
０
０
０
万
円
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
あ
り
、歳
出
の
主
な
も
の

は
市
債
の
償
還
で
あ
る
。産

業
振
興
条
例
が
可
決
さ
れ
、

早
急
な
企
業
立
地
を
望
む
。

議
会
の
指
摘

歳　出
329.0 億

人件費
53.5 億
(16.3%)

扶助費
47.1 億
(14.3%)

補助費等
25.3 億
(7.7%)

繰出金
38.5 億
(11.7%)

物件費
44.1 億
(13.4%)

普通建設事業費
46.2 億
(14.0%)

公債費（借金返済額）
54.1億
（16.4%）

人件費
53.5 億
(16.3%)

扶助費
47.1 億
(14.3%)

積立金
11.4 億
(14.3%)
その他
6.5 億
(2.0%)
災害復旧事業費
2.3 億 (0.7%)

補助費等
25.3 億
(7.7%)

繰出金
38.5 億
(11.7%)

物件費
44.1 億
(13.4%)

普通建設事業費
46.2 億
(14.0%)

47.0%

投資的経費
14.7％

義
務
的
経
費

38.3%

任
意
的
経
費

歳　入
334.5 億

市  税
50.3 億
（15.0%）

市  債
46.5 億
（13.9%）

地
方
交
付
税

147.2 億
（44.0%）

府支出金
21.5 億
（6.4%）

　国庫支出金
29.3 億
（8.8%）

市  税
50.3 億
（15.0%）

市  債
46.5 億
（13.9%）

地
方
交
付
税

147.2 億
（44.0%）

府支出金
21.5 億
（6.4%）

　国庫支出金
29.3 億
（8.8%）

その他
1.1 億
（3.2%）

繰越金
6.7 億
（2.0%）

23.7%

76.3%

依
存
財
源

使用料及び手数料
5.9億（1.8%）

分担金及び負担金
5.2億（1.6%）

その他
1.1 億
（3.3%）

自
　  主
　　　財
　　　　  源

水道事業２年連続で厳しい事業運営水道事業２年連続で厳しい事業運営水道事業２年連続で厳しい事業運営
未収金の回収や長期的展望に立った施設整備が課題に

有収率が５年連続悪化、老朽管布設替・上水道統合など大規模事業が課題に
（供給単価171.97円/㎥－給水原価188.02円/㎥＝△16.05円/㎥）

分野別 主な特別会計・企業会計の決算における収支比較

（歳入額を100％として、グラフ化しています。歳出額100％を超える会計は、赤字を表しています。）

0％ 50％ 100％

国民健康保険
歳入 68億 7428万円 4億 0707万円
歳出 70億 5604万円

一般会計繰入

2億 2532万円 実質収支

一般会計繰入

一般会計繰入

歳入 4億 2929万円 2億 0615万円
歳出 6億 3050万円 実質収支494万円

歳入 47億 4096万円 7億 732万円
歳出 55億 0010万円 実質収支1405万円

後期高齢者医療

介護保険

一般会計繰入収益 6億 3908万円歳入 53億 4378万円
歳出 59億 6824万円 実質収支2億 1923万円

一般会計繰入

実質収支
資本

歳入 5億 9496万円 2億 0461万円
歳出 10億 9595万円 △2億 9636万円

病院事業会計

一般会計繰入歳入

歳出

一般会計繰入歳入 15億 5889万円 8億 1000万円
歳出 23億 1710万円 実質収支5178万円

公共下水道

一般会計繰入歳入 261万円 1億 9580万円
歳出 1億 9583万円 実質収支257万円

工業用地造成

医
療
・
介
護
・
病
院

上
下
水
道

一般会計出資金

実質収支
資本

歳入 3億 5863万円 2億 1820万円
歳出 7億 6100万円 △1億 8416万円

水道事業

一般会計繰入

実質収支
収益 762万円歳入

歳出 7億 5832万円 △1億 6572万円
5億 8498万円

10億 6813万円
2億 8000万円

実質収支8982万円
簡易水道 8億 7796万円

（借金）（借金）

◆決算審査
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　平成25年9月定例会は、8月30日から9月30日（32日間）の会期で開催しました。
　平成24年度一般会計・特別会計・企業会計をはじめ、補正予算第2号・第3号や条例
など53議案、陳情2件を審議しました。

９
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定
例
会

平成24年度　一般会計決算全体の概要
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財政健全化判断比率は４指標とも健全、実質収支は4億4800万円の黒字
京丹後市健全化判断比率国が定める早期健全化基準
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25％
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（16.25～20％）
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15.4％
（前年度 15.7％）
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黒字
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前年比
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運
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分野別 主な特別会計・企業会計の決算における収支比較

（歳入額を100％として、グラフ化しています。歳出額100％を超える会計は、赤字を表しています。）

0％ 50％ 100％

国民健康保険
歳入 68億 7428万円 4億 0707万円
歳出 70億 5604万円

一般会計繰入

2億 2532万円 実質収支

一般会計繰入

一般会計繰入

歳入 4億 2929万円 2億 0615万円
歳出 6億 3050万円 実質収支494万円

歳入 47億 4096万円 7億 732万円
歳出 55億 0010万円 実質収支1405万円

後期高齢者医療

介護保険

一般会計繰入収益 6億 3908万円歳入 53億 4378万円
歳出 59億 6824万円 実質収支2億 1923万円

一般会計繰入

実質収支
資本

歳入 5億 9496万円 2億 0461万円
歳出 10億 9595万円 △2億 9636万円

病院事業会計

一般会計繰入歳入

歳出

一般会計繰入歳入 15億 5889万円 8億 1000万円
歳出 23億 1710万円 実質収支5178万円

公共下水道

一般会計繰入歳入 261万円 1億 9580万円
歳出 1億 9583万円 実質収支257万円

工業用地造成

医
療
・
介
護
・
病
院

上
下
水
道

一般会計出資金

実質収支
資本

歳入 3億 5863万円 2億 1820万円
歳出 7億 6100万円 △1億 8416万円

水道事業

一般会計繰入

実質収支
収益 762万円歳入

歳出 7億 5832万円 △1億 6572万円
5億 8498万円

10億 6813万円
2億 8000万円

実質収支8982万円
簡易水道 8億 7796万円

（借金）（借金）

◆決算審査
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平成24年度の一般会計決算審査

総務分科会総務分科会

地域外からの誘客による
北近畿タンゴ鉄道の利用促進を

利用状況と存続に対する関係自治体の認識は。

京丹後市管内における利用者は２年ぶりに増加
したが、全体では前年度に比べ減少した。利用促
進策として地域外からの誘客が必要である。
　現在、京都府は必要なところへの積極的な投
資を進めており、沿線自治体もその取り組みに
同調していきたいと考えている。

問

答

消防団員の適正配置と組織再編
消防団の団員定数について、当初予算では

1776人とあったが、結果として1689人であり、

どのように捉えているのか。また、団員が少な

い状況で弊害はないのか。

結果として、確保できていない。消防力の基準

を中心に、団員定数、資機材の調査をし、関係者

と詰めていきたい。団員が減っていることへの

弊害は出ていないが、団員数は、中心部に比べ

て周辺部が少なくなってきている。地域の状況

を加味して、再編の検討を進めていきたい。

問

答

事務事業の大胆なスクラップで
行財政改革のさらなる推進を

監査委員の意見報告書にもあるように、歳出抑
制の目標額は達成されたものの、逆に増加した
事務事業もあり、歳出抑制の効果が半減してい
るとの指摘があるが、どうか。

事務事業一つ一つの点検を行政評価という手法
で行っている。平成23年度からは歳出抑制の視
点を加え、厳しい目で事務事業や施策の点検を
行っている。既存事業の見直し、予算のスリム化
も必要であり、見直しは絶えず必要と考える。監
査委員の指摘を尊重して、今後とも引き続き厳
しく見直しを行っていきたい。

問

答

●消防団員の定員が、目標数値に届いていない。担当部局は問題意識が希薄である。定員の不足は現場に負担

　をかけることにもなり、早急な対応が必要である。中心部と比べ周辺部が団員不足であり、その実態を把握

　し再編に取り組んでほしい。また消防団員の公務災害が増えているので、根本的な対策を検討すべき。

●事業ごとの評価や課題等はされているが、市全体を総括する視点が弱い、当市の厳しい財政状況の中で、補

　助金の見直し、公共施設の見直しの方針は示されている。職員数も年々減っていく中で、事務事業の量は減

　っていない。事務事業の大胆なスクラップが必要と考える。市全体の総括をしっかりと行う必要がある。

分科会の主な意見

市外からの誘客による利用促進が期待される

文教厚生分科会文教厚生分科会

障がい者就労支援を積極的に

平成24年9月現在で障害者雇用率は市役所全
体で2.87％ということで国の2.1％の法定義務
をクリアしている。トイレの改修など具体的
な実施はできていない。職員採用も含め、受
け入れ体制については今後検討していきたい。  

市役所の雇用率は。トイレなどが障がい者の方

にとって働きにくい構造になっているが。
問

答

●くらしとしごとの寄り添い支援事業は、ハローワークや就労支援の部分で、市内企業との連携が必要
　だ。市役所も就労支援の場として率先して取り組むべきだ。
●生活保護費の医療扶助費が減り、医療費の適正化に向けての努力は評価する。ケースワーカーの方も
　ぎりぎりの中でやっておられると聞いて、職員体制も含めて課題がある。
●学校施設の耐震化がずいぶん進んだという印象がある。平成26年度に終了ということで評価したい。
　エアコンの設置についても早期に取り組むべきである。

分科会の主な意見

学校情報化推進事業の今後は
タブレットや電子黒板導入についての検討は。問
タブレットについては学校教育課の中では論
議し始めている。電子黒板については、実際
に授業で使用をする中で、やっていけるとい
う学校が出てきている。すべての学校、学級
に導入することについては検討していない。

答

自殺予防対策の強化を
自殺の原因は健康上の理由が多いが、その支援

は考えているのか。
問

平成24年度は健康問題が25％、勤務問題が
16.7％、経済・生活問題が8.3％である。臨床心
理士の心の相談などのカウンセリングは相談
者も多く継続している。保健師の相談について
は800件ほど電話があった。自殺のサインを早
く見つけるためにゲートキーパーを養成して
いる。

答

新築された間人中学校体育館

地域外からの誘客による北近畿タンゴ鉄道の利用促進

事務事業の大胆なスクラップが必要

消防団員の適正配置などの課題を審査！！

神野小学校、久美浜中学校、間人中学校の耐震補強工事を完了

学校施設整備事業に14億9000万円

2013.11 4

◆決算分科会審査



平成24年度の一般会計決算審査

総務分科会総務分科会

地域外からの誘客による
北近畿タンゴ鉄道の利用促進を

利用状況と存続に対する関係自治体の認識は。

京丹後市管内における利用者は２年ぶりに増加
したが、全体では前年度に比べ減少した。利用促
進策として地域外からの誘客が必要である。
　現在、京都府は必要なところへの積極的な投
資を進めており、沿線自治体もその取り組みに
同調していきたいと考えている。

問

答

消防団員の適正配置と組織再編
消防団の団員定数について、当初予算では

1776人とあったが、結果として1689人であり、

どのように捉えているのか。また、団員が少な

い状況で弊害はないのか。

結果として、確保できていない。消防力の基準

を中心に、団員定数、資機材の調査をし、関係者

と詰めていきたい。団員が減っていることへの

弊害は出ていないが、団員数は、中心部に比べ

て周辺部が少なくなってきている。地域の状況

を加味して、再編の検討を進めていきたい。

問

答

事務事業の大胆なスクラップで
行財政改革のさらなる推進を

監査委員の意見報告書にもあるように、歳出抑
制の目標額は達成されたものの、逆に増加した
事務事業もあり、歳出抑制の効果が半減してい
るとの指摘があるが、どうか。

事務事業一つ一つの点検を行政評価という手法
で行っている。平成23年度からは歳出抑制の視
点を加え、厳しい目で事務事業や施策の点検を
行っている。既存事業の見直し、予算のスリム化
も必要であり、見直しは絶えず必要と考える。監
査委員の指摘を尊重して、今後とも引き続き厳
しく見直しを行っていきたい。

問

答

●消防団員の定員が、目標数値に届いていない。担当部局は問題意識が希薄である。定員の不足は現場に負担

　をかけることにもなり、早急な対応が必要である。中心部と比べ周辺部が団員不足であり、その実態を把握

　し再編に取り組んでほしい。また消防団員の公務災害が増えているので、根本的な対策を検討すべき。

●事業ごとの評価や課題等はされているが、市全体を総括する視点が弱い、当市の厳しい財政状況の中で、補

　助金の見直し、公共施設の見直しの方針は示されている。職員数も年々減っていく中で、事務事業の量は減

　っていない。事務事業の大胆なスクラップが必要と考える。市全体の総括をしっかりと行う必要がある。

分科会の主な意見

市外からの誘客による利用促進が期待される

文教厚生分科会文教厚生分科会

障がい者就労支援を積極的に

平成24年9月現在で障害者雇用率は市役所全
体で2.87％ということで国の2.1％の法定義務
をクリアしている。トイレの改修など具体的
な実施はできていない。職員採用も含め、受
け入れ体制については今後検討していきたい。  

市役所の雇用率は。トイレなどが障がい者の方

にとって働きにくい構造になっているが。
問

答

●くらしとしごとの寄り添い支援事業は、ハローワークや就労支援の部分で、市内企業との連携が必要
　だ。市役所も就労支援の場として率先して取り組むべきだ。
●生活保護費の医療扶助費が減り、医療費の適正化に向けての努力は評価する。ケースワーカーの方も
　ぎりぎりの中でやっておられると聞いて、職員体制も含めて課題がある。
●学校施設の耐震化がずいぶん進んだという印象がある。平成26年度に終了ということで評価したい。
　エアコンの設置についても早期に取り組むべきである。

分科会の主な意見

学校情報化推進事業の今後は
タブレットや電子黒板導入についての検討は。問
タブレットについては学校教育課の中では論
議し始めている。電子黒板については、実際
に授業で使用をする中で、やっていけるとい
う学校が出てきている。すべての学校、学級
に導入することについては検討していない。

答

自殺予防対策の強化を
自殺の原因は健康上の理由が多いが、その支援

は考えているのか。
問

平成24年度は健康問題が25％、勤務問題が
16.7％、経済・生活問題が8.3％である。臨床心
理士の心の相談などのカウンセリングは相談
者も多く継続している。保健師の相談について
は800件ほど電話があった。自殺のサインを早
く見つけるためにゲートキーパーを養成して
いる。

答

新築された間人中学校体育館

地域外からの誘客による北近畿タンゴ鉄道の利用促進

事務事業の大胆なスクラップが必要

消防団員の適正配置などの課題を審査！！

神野小学校、久美浜中学校、間人中学校の耐震補強工事を完了

学校施設整備事業に14億9000万円

2013.115

◆決算分科会審査



ジオパークの取り組み状況は

山陰海岸ジオパークの取り組み状況は。

道の駅「てんきてんき丹後」の拠点整備や、
散策モデルコースの整備を進めてきた。

問

答

平成26年の再審査に向けた取り組みは。

日本ジオパークの再審査が平成25年末にあり、
そこで課題整理を行い、世界ジオパークの再
審査に臨む。

問

答

水道事業の状況と課題は

●通学路の除雪については、危険性が指摘されており、教育委員会と十分に協議し、事故防止に努める必要

　がある。また交通安全上から、交差点付近の除雪による雪の山は、速やかな排雪が望まれる。

●有害鳥獣捕獲事業では、防除対策とあわせて強化され捕獲実績も伸びているが、依然深刻な状況が続い

　ており、さらに調査研究と対策を強化し、被害の減少が図られるよう取り組みを望みたい。

●水道事業について、給水原価が簡易水道２％、上水道３％それぞれ上昇しており、供給単価との逆ざやが

　拡大するなど、収支の圧迫状況が続く。さらに、電気料金の値上げや消費税もアップされる中で、経費削

　減と有収率及び収納率の改善努力にしっかりとした取り組みを願いたい。

下水道への加入促進活動は
排水設備アドバイザーの評価は。

供用開始後８年以上経過した方の加入があり、
下水接続への成果があった。

問

水洗化工事の平均工事費はいくらか。問
答

平均74万円程度で水洗化ができる。答
全体区域の水洗化率は。問
3月末現在で44.5％である。答

有収率が非常に悪いが。

ここまで有収率が悪くなると安定給水の面か
らも放置できない。漏水調査を行い対策を行
う。

問

水道事業会計の課題は。問

答

数年後には、累積収支で赤字になると見込まれ
るため、有収率の改善を含む費用縮減と併せて、
料金値上げの検討が必要。

答

分科会の主な意見

産業建設分科会産業建設分科会

用語解説

ジオパークの情報発信が期待される「てんきてんき丹後」

（想定処理能力 １時間当たり雨量39㎜）

排水設備アドバイザー：
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議案に対する議員の賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。そのほかについては全員賛成で可決されました。

会派名

議員名

案 件

丹政会清風クラブ 日本共産党 無会派雄飛会

足
達　

昌
久

松
本　

聖
司

吉
岡　

豊
和
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勝

平
林
智
江
美
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り
子

田
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邦
生

和
田　

正
幸

三
崎　

政
直

谷
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伸
幸

池
田　

惠
一

吉
岡　

和
信

由
利　

敏
雄

松
本　

経
一

堀　
　

一
郎

藤
田　
　

太

芳
賀　

裕
治

中
村　
　

雅

谷
口　

雅
昭

議
案
の
可
否

川
村　

博
茂

平成24年度京丹後市一般
会計決算認定について

平成24年度京丹後市後期
高齢者医療事業特別会計決
算認定について

平成24年度京丹後市介護
保険事業特別会計決算認定
について

平成24年度京丹後市工業
用地造成事業特別会計決算
認定について

サンカイカンの指定管理者
である「くみはま縣」に対し
基本協定書通りに実行を促
す陳情書

TPP交渉からの撤退を要求
する陳情

可

可

可

可

不

不

※○：賛成　×：反対　欠：欠席　岡田修議員は議長職のため表決権はありません。

金
田　
　

仁

決
算
審
査
の
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○○×× × × ×× × ×× ×× × × ×× ×

○ ○ ○ ○ ○×× × × ××× ×× ×× × × ×× ×

形式収支……歳入決算額から歳出決算額を差し引いて求められる収支を意味してい

　　　　　　ます。

実質収支……形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した収支であり、地方公

　　　　　　共団体の純剰余（黒字）、または純損失（赤字）を意味しています。

網野町内の浸水対策として「内ヶ森第２ポンプ場」完成（1億1300万円）

下水道への加入進む！排水設備アドバイザーを評価
下水道接続に悩みを抱えている方に対して、市が無料でアドバイザーを
派遣し、水洗化の助言及び提案を行い不安の解消をする事業。

【
賛
成
16
反
対
4
で
可
決
】
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◆決算分科会審査



ジオパークの取り組み状況は

山陰海岸ジオパークの取り組み状況は。

道の駅「てんきてんき丹後」の拠点整備や、
散策モデルコースの整備を進めてきた。

問

答

平成26年の再審査に向けた取り組みは。

日本ジオパークの再審査が平成25年末にあり、
そこで課題整理を行い、世界ジオパークの再
審査に臨む。

問

答

水道事業の状況と課題は

●通学路の除雪については、危険性が指摘されており、教育委員会と十分に協議し、事故防止に努める必要

　がある。また交通安全上から、交差点付近の除雪による雪の山は、速やかな排雪が望まれる。

●有害鳥獣捕獲事業では、防除対策とあわせて強化され捕獲実績も伸びているが、依然深刻な状況が続い

　ており、さらに調査研究と対策を強化し、被害の減少が図られるよう取り組みを望みたい。

●水道事業について、給水原価が簡易水道２％、上水道３％それぞれ上昇しており、供給単価との逆ざやが

　拡大するなど、収支の圧迫状況が続く。さらに、電気料金の値上げや消費税もアップされる中で、経費削

　減と有収率及び収納率の改善努力にしっかりとした取り組みを願いたい。

下水道への加入促進活動は
排水設備アドバイザーの評価は。

供用開始後８年以上経過した方の加入があり、
下水接続への成果があった。

問

水洗化工事の平均工事費はいくらか。問
答

平均74万円程度で水洗化ができる。答
全体区域の水洗化率は。問
3月末現在で44.5％である。答

有収率が非常に悪いが。

ここまで有収率が悪くなると安定給水の面か
らも放置できない。漏水調査を行い対策を行
う。

問

水道事業会計の課題は。問

答

数年後には、累積収支で赤字になると見込まれ
るため、有収率の改善を含む費用縮減と併せて、
料金値上げの検討が必要。

答

分科会の主な意見

産業建設分科会産業建設分科会

用語解説

ジオパークの情報発信が期待される「てんきてんき丹後」

（想定処理能力 １時間当たり雨量39㎜）

排水設備アドバイザー：

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

・
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
現
物
支
給
や
、
く
ら

し
と
し
ご
と
の
寄
り
添

い
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

は
評
価
す
る
。

・
地
域
経
済
が
非
常
に

厳
し
い
中
、
経
済
効
果

の
高
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
な
ど
緊
急
不
況

対
策
が
行
わ
れ
ず
、
暮

ら
し
の
支
援
も
不
十
分
。

・
幸
福
度
調
査
、
健
康

大
長
寿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
不
要
不
急
の
事
業

も
あ
る
。

・
公
務
労
働
の
非
正
規

化
で
人
件
費
を
削
減
し

て
い
る
が
、
行
政
が
非

正
規
雇
用
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
は
看
過
で

き
な
い
。
職
員
の
仕
事

量
が
増
大
し
て
い
る
。

災
害
な
ど
の
発
生
に
対

応
で
き
る
の
か
。

・
実
質
収
支
は
４
億
４

８
０
０
万
円
の
黒
字
。

市
債
残
高
は
、
２
億
１

２
９
３
万
円
減
少
。
道

路
改
善
、
浸
水
対
策
な

ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

市
民
の
安
心
安
全
に
繋

が
り
、
く
ら
し
と
し
ご

と
寄
り
添
い
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
自
殺
予
防
に

成
果
を
あ
げ
た
。

・
農
村
６
次
産
業
推
進

事
業
で
は
、
流
通
・
販

売
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
マ
ッ
チ
ン

グ
や
商
談
会
で
一
定
の

成
果
も
あ
り
、
商
工
会

な
ど
と
連
携
し
て
、
課

題
解
決
に
期
待
す
る
。

・
ジ
オ
パ
ー
ク
や
自
然

を
観
光
資
源
と
す
る
本

市
に
は
、
環
境
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
は
必
要
な
取

り
組
み
と
し
て
評
価
す

る
。

議案に対する議員の賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。そのほかについては全員賛成で可決されました。

会派名

議員名

案 件

丹政会清風クラブ 日本共産党 無会派雄飛会

足
達　

昌
久

松
本　

聖
司

吉
岡　

豊
和

森　
　
　

勝

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

田
中　

邦
生

和
田　

正
幸

三
崎　

政
直

谷
津　

伸
幸

池
田　

惠
一

吉
岡　

和
信

由
利　

敏
雄

松
本　

経
一

堀　
　

一
郎

藤
田　
　

太

芳
賀　

裕
治

中
村　
　

雅

谷
口　

雅
昭

議
案
の
可
否

川
村　

博
茂

平成24年度京丹後市一般
会計決算認定について

平成24年度京丹後市後期
高齢者医療事業特別会計決
算認定について

平成24年度京丹後市介護
保険事業特別会計決算認定
について

平成24年度京丹後市工業
用地造成事業特別会計決算
認定について

サンカイカンの指定管理者
である「くみはま縣」に対し
基本協定書通りに実行を促
す陳情書

TPP交渉からの撤退を要求
する陳情

可

可

可

可

不

不

※○：賛成　×：反対　欠：欠席　岡田修議員は議長職のため表決権はありません。

金
田　
　

仁

決
算
審
査
の
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× × ×

○ ○ ○ ○○×× × × ×× × ×× ×× × × ×× ×

○ ○ ○ ○ ○×× × × ××× ×× ×× × × ×× ×

形式収支……歳入決算額から歳出決算額を差し引いて求められる収支を意味してい

　　　　　　ます。

実質収支……形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した収支であり、地方公

　　　　　　共団体の純剰余（黒字）、または純損失（赤字）を意味しています。

網野町内の浸水対策として「内ヶ森第２ポンプ場」完成（1億1300万円）

下水道への加入進む！排水設備アドバイザーを評価
下水道接続に悩みを抱えている方に対して、市が無料でアドバイザーを
派遣し、水洗化の助言及び提案を行い不安の解消をする事業。

【
賛
成
16
反
対
4
で
可
決
】

◆決算審査の討論、賛否一覧

2013.117



　掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルでの
放送や京丹後市ホームページの「京丹後市議会コーナー」で配信していますのでご覧ください。

市政を問う市政を問う市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～～議会を傍聴しましょう！～

9月定例会一般質問

一般質問を11日、12日、13日の日程で行い、17人の議員が質問し、
市長や教育委員長に答弁を求めました。

　
　
維
持
管
理
、持
続
可
能

性
な
ど
を
し
っ
か
り
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
今
年
度
中
に
十
分
な
時

間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
リ
フ
ト
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
な
ど
は
検
討
さ
れ
た
の

か
。
　
　
駐
車
場
か
ら
の
移
動
方

法
を
、
環
境
負
荷
を
考
慮
し
、

調
査
を
行
う
。地
元
の
要
望
も

受
け
検
討
し
て
い
る
。

　
　
国
立
公
園
内
の
施
設
で

あ
る
が
、許
可
申
請
は
。調
査

の
結
果
、運
営
が
困
難
で
設
置

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
か
。

　
　
国
土
交
通
省
に
問
合
せ

中
で
あ
る
。運
営
主
体
、
設
置

の
可
否
を
含
め
調
査
す
る
。

・
当
初
予
算
で
要
求
す
べ
き

内
容
も
あ
る
。当
初
予
算
で

組
む
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

・
元
気
な
農
村
地
域
づ
く
り

事
業
の
貸
付
金
制
度
は
、補

助
金
を
利
用
し
て
頑
張
る
人

を
応
援
す
る
も
の
だ
が
、誰

で
も
使
え
る
制
度
で
あ
る
こ

と
の
周
知
が
必
要
。

・
サ
ル
対
策
が
目
に
見
え
る

形
で
出
て
き
た
こ
と
は
評
価

す
る
。一
過
性
の
も
の
で
は

な
く
、今
後
も
予
算
を
拡
大

し
、制
度
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

答 問答 問

答 問

【
賛
成
討
論
】

か
ぶ
と
山
公
園
整
備
に
と
も
な
う
調
査
経
費

商
工
業
総
合
振
興
条
例
を
制
定

新
た
な「
網
野
中
学
校
」が
誕
生

【
契
約
金
額
】

【
契
約
相
手
方
】

　
　
人
員
配
置
の
体
制
は
。

　
　
１
班
４
人
で
４
班
。
午

前
午
後
２
時
間
ず
つ
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
ロ
ケ
ッ
ト

花
火
や
射
程
が
20
ｍ
か
ら
30

ｍ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
弾
を

使
用
す
る
モ
デ
ル
銃
で
威
嚇

し
、
追
い
払
う
。
そ
の
際
に
、

大
ま
か
な
個
体
数
調
査
も
行

う
。

答 問 サ
ル
の
追
い
払
い
対
策
経
費

豪雨災害の復旧、商工業、観光振興のための
補正予算を可決 豪雨災害復旧費などに1億2276万円（第2号）

商工業、観光振興などに5億5439万円（第3号）

○合併特例措置逓減対策準備金　　2億5000万円

○職員給与の引き下げ分を減額補正　△5636万円

○かぶと山公園整備にともなう調査経費　677万円

○サルの追い払い対策費　　609万円　

　丹後町での農作物や人身被害の拡大を防止するため、地域ぐるみのサル追い払い対策を進め

　るための費用

○KTR新デザイン車両導入補助金　428万円

　「あかまつ」、「あおまつ」に続き、さらにプレミアムな車両として「くろまつ」を導入し利用促進

　をするための補助金

（補正の主な内容）

事

業

に

対

す

る

主

な

質

疑

討

論

と

課

題

の

指

摘

　
府
内
初
の
商
工
業
の
「
理
念
」「
施
策
」
を
一
体
に
し
た
条

例
。商
工
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
り
、
地
域
経
済
発
展
と

市
民
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
に
市
の
責
務
、
商
工
業
者

の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。「
京
丹
後
市
新
経
済
戦
略
」
に

基
づ
き
、
市
内
企
業
や
企
業
誘
致
の
た
め
の
新
た
な
助
成

制
度
の
新
設
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
平
成
27
年
４
月
１
日

に
網
野
中
学
校
と
橘
中

学
校
が
再
配
置
さ
れ
、
新

た
な
網
野
中
学
校
が
誕

生
。
　
再
配
置
準
備
協
議
会

で
の
協
議
に
よ
り
校
名

が
決
定
さ
れ
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

市
民
太
陽
光
発
電
所

　
　
　
　
　
整
備
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
を
選
定
し
、

市
民
太
陽
光
発
電
所
の
整
備
工
事
を
行
う
た
め
の
契
約
。

３
億
３
５
０
５
万
５
千
円

森
・
奥
滝
・
藤
村
・
コ
ト
ネ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
発
電
所
整
備
工
事
連
合
体

代
表
　
森
電
気
工
業
株
式
会
社

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

網野中学校

　
　
米

軍

基

地

建

設

は
、

電
磁
波
に
よ
る
産
業
や
健

康
へ
の
影
響
、
米
軍
や
軍

属
の
事
件
・
事
故
の
問
題
、

攻
撃
の
リ
ス
ク
な
ど
、
多

く
の
市
民
か
ら
不
安
が
寄

せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
防

衛
省
は
「
防
衛
機
密
」「
米

軍
に
確
認
し
ま
す
」「
要
請

し
ま
す
」
と
問
題
を
先
に

延
ば
し
、
何
一
つ
不
安
は

解
決
し
て
な
い
。

　
受
入
条
件
10
項
目
に
、

住
民
か
ら
不
安
と
怒
り
の

声
が
噴
出
し
、
し
か
も
政

府
の
回
答
は
、
何
一
つ
具

体
的
な
内
容
が
な
い
。

　「
無
い
の
が
一
番
の
安

全
」
が

全

市

民

の

声

だ
。

こ
の
声
に
応
え
、
危
険
な

米
軍
基
地
建
設
は
撤
回
す

べ
き
だ
。

　
　
　
防
衛
大
臣
に
様
々

な
住
民
の
不
安
の
声
を
伝

え
、
安
心
安
全
を
担
保
す

る
た
め
の
10
項
目
を
提
出

し
た
。「
政
府
と
し
て
真
摯

に
対
応
す
る
」
と
の
回
答
を
、

率
直
に
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
京
都
府
と
期
を
一

に
し
て
す
す
め
て
い
き
た

い
。
　
反
対
の
声
が
あ
る
中
で

苦
渋
の
選
択
で
あ
る
。
住

民
の
安
心
安
全
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
負

担
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は

大
切
な
課
題
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
撤
回
を

　
　
安
倍
内
閣
は
公
約
を

破
り
、
守
秘
義
務
契
約
に

署
名
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参

加
し
た
。
交
渉
に
関
わ
る

個
別
具
体
的
な
内
容
は
答

え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
国

民
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
。

　
経
過
か
ら
し
て
重
要
品

目
の
例
外
扱
い
の
保
証
は

無
く
、
国
益
と
地
域
経
済

を
守
る
に
は
、
国
民
に
交

渉
内
容
を
隠
す
よ
う
な
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
す
る

以
外
に
道
は
な
い
。

　
　
　
政
府
は
、
聖
域
無

き
関
税
撤
廃
に
反
対
し
、

国
益
を
中
心
に
置
い
て
、

応
じ
ら
れ
な
い
部
分
は
ス

タ
ン
ス
を
置
い
て
交
渉
し

て
い
る
。

　
交
渉
の
ル
ー
ル
自
体
残

念
で
あ
る
が
、
従
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
可
能
な
限
り

の
説
明
と
国
民
的
な
合
意

を
求
め
た
い
。

問

問

東から臨む米軍基地配備計画地

政
府
の
回
答
を
率
直
に
重
く
受
け

止
め
る

市
長

日本共産党

危
険
な
米
軍
基
地
配
備
計
画
は
撤
回

す
べ
き

田 中 邦 生

市
長

市
長
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◆補正予算、条例、契約



　掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルでの
放送や京丹後市ホームページの「京丹後市議会コーナー」で配信していますのでご覧ください。

市政を問う市政を問う市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～～議会を傍聴しましょう！～

9月定例会一般質問

一般質問を11日、12日、13日の日程で行い、17人の議員が質問し、
市長や教育委員長に答弁を求めました。

　
　
維
持
管
理
、持
続
可
能

性
な
ど
を
し
っ
か
り
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
今
年
度
中
に
十
分
な
時

間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
リ
フ
ト
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
な
ど
は
検
討
さ
れ
た
の

か
。
　
　
駐
車
場
か
ら
の
移
動
方

法
を
、
環
境
負
荷
を
考
慮
し
、

調
査
を
行
う
。地
元
の
要
望
も

受
け
検
討
し
て
い
る
。

　
　
国
立
公
園
内
の
施
設
で

あ
る
が
、許
可
申
請
は
。調
査

の
結
果
、運
営
が
困
難
で
設
置

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
か
。

　
　
国
土
交
通
省
に
問
合
せ

中
で
あ
る
。運
営
主
体
、
設
置

の
可
否
を
含
め
調
査
す
る
。

・
当
初
予
算
で
要
求
す
べ
き

内
容
も
あ
る
。当
初
予
算
で

組
む
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

・
元
気
な
農
村
地
域
づ
く
り

事
業
の
貸
付
金
制
度
は
、補

助
金
を
利
用
し
て
頑
張
る
人

を
応
援
す
る
も
の
だ
が
、誰

で
も
使
え
る
制
度
で
あ
る
こ

と
の
周
知
が
必
要
。

・
サ
ル
対
策
が
目
に
見
え
る

形
で
出
て
き
た
こ
と
は
評
価

す
る
。一
過
性
の
も
の
で
は

な
く
、今
後
も
予
算
を
拡
大

し
、制
度
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

答 問答 問

答 問

【
賛
成
討
論
】

か
ぶ
と
山
公
園
整
備
に
と
も
な
う
調
査
経
費

商
工
業
総
合
振
興
条
例
を
制
定

新
た
な「
網
野
中
学
校
」が
誕
生

【
契
約
金
額
】

【
契
約
相
手
方
】

　
　
人
員
配
置
の
体
制
は
。

　
　
１
班
４
人
で
４
班
。
午

前
午
後
２
時
間
ず
つ
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
ロ
ケ
ッ
ト

花
火
や
射
程
が
20
ｍ
か
ら
30

ｍ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
弾
を

使
用
す
る
モ
デ
ル
銃
で
威
嚇

し
、
追
い
払
う
。
そ
の
際
に
、

大
ま
か
な
個
体
数
調
査
も
行

う
。

答 問 サ
ル
の
追
い
払
い
対
策
経
費

豪雨災害の復旧、商工業、観光振興のための
補正予算を可決 豪雨災害復旧費などに1億2276万円（第2号）

商工業、観光振興などに5億5439万円（第3号）

○合併特例措置逓減対策準備金　　2億5000万円

○職員給与の引き下げ分を減額補正　△5636万円

○かぶと山公園整備にともなう調査経費　677万円

○サルの追い払い対策費　　609万円　

　丹後町での農作物や人身被害の拡大を防止するため、地域ぐるみのサル追い払い対策を進め

　るための費用

○KTR新デザイン車両導入補助金　428万円

　「あかまつ」、「あおまつ」に続き、さらにプレミアムな車両として「くろまつ」を導入し利用促進

　をするための補助金

（補正の主な内容）

事

業

に

対

す

る

主

な

質

疑

討

論

と

課

題

の

指

摘

　
府
内
初
の
商
工
業
の
「
理
念
」「
施
策
」
を
一
体
に
し
た
条

例
。商
工
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
り
、
地
域
経
済
発
展
と

市
民
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
に
市
の
責
務
、
商
工
業
者

の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。「
京
丹
後
市
新
経
済
戦
略
」
に

基
づ
き
、
市
内
企
業
や
企
業
誘
致
の
た
め
の
新
た
な
助
成

制
度
の
新
設
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
平
成
27
年
４
月
１
日

に
網
野
中
学
校
と
橘
中

学
校
が
再
配
置
さ
れ
、
新

た
な
網
野
中
学
校
が
誕

生
。
　
再
配
置
準
備
協
議
会

で
の
協
議
に
よ
り
校
名

が
決
定
さ
れ
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

市
民
太
陽
光
発
電
所

　
　
　
　
　
整
備
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
を
選
定
し
、

市
民
太
陽
光
発
電
所
の
整
備
工
事
を
行
う
た
め
の
契
約
。

３
億
３
５
０
５
万
５
千
円

森
・
奥
滝
・
藤
村
・
コ
ト
ネ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
発
電
所
整
備
工
事
連
合
体

代
表
　
森
電
気
工
業
株
式
会
社

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

網野中学校

　
　
米

軍

基

地

建

設

は
、

電
磁
波
に
よ
る
産
業
や
健

康
へ
の
影
響
、
米
軍
や
軍

属
の
事
件
・
事
故
の
問
題
、

攻
撃
の
リ
ス
ク
な
ど
、
多

く
の
市
民
か
ら
不
安
が
寄

せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
防

衛
省
は
「
防
衛
機
密
」「
米

軍
に
確
認
し
ま
す
」「
要
請

し
ま
す
」
と
問
題
を
先
に

延
ば
し
、
何
一
つ
不
安
は

解
決
し
て
な
い
。

　
受
入
条
件
10
項
目
に
、

住
民
か
ら
不
安
と
怒
り
の

声
が
噴
出
し
、
し
か
も
政

府
の
回
答
は
、
何
一
つ
具

体
的
な
内
容
が
な
い
。

　「
無
い
の
が
一
番
の
安

全
」
が

全

市

民

の

声

だ
。

こ
の
声
に
応
え
、
危
険
な

米
軍
基
地
建
設
は
撤
回
す

べ
き
だ
。

　
　
　
防
衛
大
臣
に
様
々

な
住
民
の
不
安
の
声
を
伝

え
、
安
心
安
全
を
担
保
す

る
た
め
の
10
項
目
を
提
出

し
た
。「
政
府
と
し
て
真
摯

に
対
応
す
る
」
と
の
回
答
を
、

率
直
に
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
京
都
府
と
期
を
一

に
し
て
す
す
め
て
い
き
た

い
。
　
反
対
の
声
が
あ
る
中
で

苦
渋
の
選
択
で
あ
る
。
住

民
の
安
心
安
全
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
負

担
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は

大
切
な
課
題
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
撤
回
を

　
　
安
倍
内
閣
は
公
約
を

破
り
、
守
秘
義
務
契
約
に

署
名
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参

加
し
た
。
交
渉
に
関
わ
る

個
別
具
体
的
な
内
容
は
答

え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
国

民
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
。

　
経
過
か
ら
し
て
重
要
品

目
の
例
外
扱
い
の
保
証
は

無
く
、
国
益
と
地
域
経
済

を
守
る
に
は
、
国
民
に
交

渉
内
容
を
隠
す
よ
う
な
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
す
る

以
外
に
道
は
な
い
。

　
　
　
政
府
は
、
聖
域
無

き
関
税
撤
廃
に
反
対
し
、

国
益
を
中
心
に
置
い
て
、

応
じ
ら
れ
な
い
部
分
は
ス

タ
ン
ス
を
置
い
て
交
渉
し

て
い
る
。

　
交
渉
の
ル
ー
ル
自
体
残

念
で
あ
る
が
、
従
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
可
能
な
限
り

の
説
明
と
国
民
的
な
合
意

を
求
め
た
い
。

問

問

東から臨む米軍基地配備計画地

政
府
の
回
答
を
率
直
に
重
く
受
け

止
め
る

市
長

日本共産党

危
険
な
米
軍
基
地
配
備
計
画
は
撤
回

す
べ
き

田 中 邦 生

市
長

市
長

◆市政を問う

2013.119



　
　
防
衛
大
臣
と
面
会
、

今
後
の
流
れ
は
。

　
　
　
議
会
に
は
正
式
文

書
を
受
け
て
説
明
。
地
元

に
対
し
て
は
、
自
治
体
の

責
任
と
し
て
、
そ
の
都
度

行
う
。
府
と
時
期
を
あ
わ

せ
て
手
続
き
し
た
い
。

　
　
基
地
が
あ
る
が
故
の

事

件
、
事

故

に

対

し

て
、

女
性
や
子
ど
も
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
住
民
の
不

安
を
共
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
事
件
、事
故
は
、あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。他
の
自

治
体
と
と
も
に
地
位
協
定

改
善
に
向
け
て
の
努
力
と

注
視
が
必
要
。し
か
し
、そ

の
改
善
を
待
っ
て
の
受
け

入
れ
と
い
う
考
え
で
は
な

い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
、
米
軍
へ
の
教
育

を
徹
底
。
米
軍
と
の
行
事

等
の
交
流
に
よ
る
信
頼
関

係
も
大
切
と
考
え
る
。

　
　
国
益
を
重
視
す
る
こ

と
は
、
住
民
の
少
々
の
我

慢
は
致
し
方
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　
　
　
あ
く
ま
で
も
住
民

の
安
心
安
全
が
第
一
だ
が
、

そ
の
中
で
国
益
に
期
す
る

の
は
道
理
で
あ
る
。

ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
京
丹
後

（
仮
称
）
の
誘
致
を
憂
う

　
　
設
置
者
尼
崎
市
と
の

行
政
協
定
締
結
に
至
る
背

景
や
、
誘
致
に
伴
う
弊
害

に
対
す
る
検
証
は
ど
う
か
。

　
　
　
関

係

自

治

体

や
、

市
内
各
団
体
へ
の
聞
き
取

り
の
結
果
、
大
き
な
問
題

は
な
か
っ
た
。
市
を
二
分

す
る
よ
う
な
問
題
で
あ
り
、

経
済
等
の
状
況
も
勘
案
し

今
回
の
提
案
と
な
っ
た
。

　
　
協
定
に
よ
っ
て
、
住

民
の
要
望
が
し
っ
か
り
受

け
止
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
今
後
問
題
な
ど
が

あ
れ
ば
、
詳
細
協
定
締
結

も
含
め
、
住
民
の
要
望
に

は
応
え
て
い
き
た
い
。

通
園
バ
ス
の
運
行
は

　
　
保
育
所
通
園
バ
ス
運

行
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、

臨
機
応
変
な
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
片
道
30
分
、

3
歳
児
以
上
、
保
護
者
と

の
相
談
に
よ
っ
て
ル
ー
ト

決
定
を
し
て
い
る
。
実
態

に
合
わ
せ
た
配
車
、
ル
ー

ト
変
更
も
行
っ
て
い
く
。

問問 市
長

問市
長

問問 市
長

市
長

市
長

米軍基地建設予定地付近を海上から臨む

安
心
安
全
が
第
一
だ
が
国
益
に
寄
与

す
る
の
が
道
理

市
長

日本共産党

米
軍
基
地
配
備
で
住
民
の
安
心
は

本
当
に
大
丈
夫
か

橋本まり子

　
　
市
内
に
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
の
指
定
が

１
０
０
０
カ
所
以
上
も
あ

る
。
近
年
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

発
生
に
よ
り
、
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
。
先
日
も

大
雨
警
報
が
出
て
、
道
路

の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
出

た
。
市
の
急
傾
斜
地
対
策

の
予
算
は
年
間
二
、
三
カ

所
し
か
な
い
。
こ
れ
で
は

全
て
の
箇
所
を
工
事
す
る

に
は
何
十
年
も
か
か
り
、

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る

市
の
役
目
を
果
た
す
こ
と

に
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
予
算
の
確
保
を
府

に
要
望
し
て
い
る
。
場
所

決
定
は
、
地
元
要
望
や
福

祉
施
設
の
近
く
な
ど
現
地

の
把
握
を
行
い
、
府
の
採

択
基
準
に
沿
っ
て
、
危
険

箇
所
優
先
で
進
め
る
。

　
　「
う
ち
の
裏
山
は
ど
う

な
っ
と
る
か
、
ど
こ
に
避

難
し
た
ら
い
い
の
か
」
と

心
配
す
る
市
民
が
い
る
。

市
の
防
災
計
画
は
見
直
し

の
最
中
と
聞
く
が
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
竜
巻
な
ど
気
象

条
件
も
変
わ
っ
て
き
た
。

一
日
も
早
く
決
定
し
市
民

へ
の
啓
発
活
動
を
進
め
る

べ
き
だ
が
。

　
　
　
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
警
報
の
情
報
を
市

民
に
周
知
し
て
い
る
。
防

災
計
画
に
つ
い
て
は
、
９

月
に
決
め
ら
れ
る
基
準
に

照
ら
し
て
直
し
、
年
内
中

に
市
民
に
徹
底
し
た
い
。

公
共
施
設
の
あ
り
方

　
　
公
共
施
設
が
平
成
26

年
か
ら
31
年
に
か
け
て
各

地
区
の
公
民
館
、
温
泉
・

観
光
施
設
な
ど
が
移
譲
、

廃
止
、
管
理
形
態
の
見
直

し
と
な
る
。
温
泉
施
設
は
、

地
域
の
人
達
に
ゆ
っ
く
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
身

体
を
ほ
ぐ
し
、
明
日
も
が

ん
ば
っ
て
も
ら
お
う
と
作

ら
れ
た
。
移
譲
な
ど
に
よ

り
住
民
福
祉
の
増
進
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。

　
　
　
公
共
性
を
ど
う
担

保
す
る
か
、
担
当
部
で
し
っ

か

り

検

討

す

る
。
パ

ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民

に
意
見
を
聞
い
た
り
、
関

係
区
長
な
ど
へ
説
明
を

行
っ
た
。

民家に迫る裏山

予
算
の
確
保
を
府
に
要
望
し
て
い
く

市
長

日本共産党

急
傾
斜
地
対
策
を
急
ぎ
市
民
の
財
産

と
命
を
守
れ

平林智江美

　
　
10
項
目
の
中
に
住
民

の
安
心
、
安
全
の
た
め
の

「
地
位
協
定
」
の
改
善
を
求

め
る
項
目
が
あ
る
。
市
長

は
安
保
条
約
、
地
位
協
定

は
読
ん
だ
上
で
の
条
件
で

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
全
体
は
承
知
し
て

い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
答

弁
は
用
意
し
て
い
な
い
。

　
　
現
在
の
日
米
関
係
の

中
で
、
沖
縄
に
お
け
る
オ

ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
、

ヘ
リ
墜
落
事
故
に
お
け
る

日
米
政
府
の
対
応
は
、
地

位
協
定
を
タ
テ
に
不
誠
実
。

地
位
協
定
の
改
善
は
あ
り

得
な
い
の
が
現
実
だ
。

　
　
　
米
軍
の
事
件
事
故
、

裁
判
上
で
の
不
安
は
あ
る
。

な
い
よ
う
に
と
の
努
力
義

務
を
求
め
て
い
る
。

　
　
地
位
協
定
の
３
条
で

は
、
基
地
は
米
本
土
と
同

じ
扱
い
と
な
り
治
外
法
権

で
、
不
利
な
密
約
も
あ
る
。

安
心
安
全
の
保
障
は
な
い
。

再
検
討
は
。

　
　
　
考

え

て

い

な

い
。

地
位
協
定
が
あ
り
、
不
安

が
あ
る
か
ら
運
用
も
含
め

て
改
善
を
求
め
て
い
る
。

防
衛
省
は
努
力
す
る
と

言
っ
て
い
る
の
で
信
頼
す

る
。
　
　
市
長
は
国
益
の
た
め

と
し
て
い
る
が
、
国
益
と

は
国
民
、
市
民
の
利
益
で

あ
り
、
基
地
配
備
は
逆
に

住
民
の
命
や
健
康
を
危
険

に

さ

ら

す
。
米

政

府

は

レ
ー
ダ
ー
配
備
を
、
日
本

の
防
衛
と
は
言
わ
ず
米
の

防
衛
の
た
め
に
必
要
と

言
っ
て
い
る
。

　
　
　
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
い
う
想
定
は
し
て
い
る
。

基
地
は
攻
撃
の
抑
止
力
に

つ
な
が
り
、
日
本
防
衛
に

役
立
つ
と
防
衛
大
臣
は

言
っ
て
お
り
、
国
益
に
な

る
と
考
え
る
。

　
　
防
衛
省
は
今
後
、
地

権
者
に
対
し
用
地
買
収
、

借
地
に
つ
い
て
の
交
渉
に

入
る
と
思
う
が
、
交
渉
に

市
は
関
与
す
べ
き
で
は
な

い
。
地
権
者
へ
の
圧
力
に

も
つ
な
が
る
。
当
事
者
間

に
任
せ
る
べ
き
だ
が
。

　
　
　
今
日
ま
で
こ
の
件

で
は
一
切
関
与
し
て
い
な

い
。
調
査
も
防
衛
省
が
独

自
で
や
っ
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
も
関
与
す
る
こ

と
は
な
い
。

問問問 市
長

問 市
長

市
長

問市
長

市
長

米軍基地が無いのが一番の安心・安全！

条
件
の
実
現
が
当
然
基
地
受
け
入
れ

の
前
提
だ

市
長

日本共産党

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
の
拒
否

は
あ
る
の
か

森 　 　 勝

　
　
エ
コ
エ
ネ
セ
ン
タ
ー

の
今
年
４
月
か
ら
８
月
末

ま
で
の
運
営
状
況
は
。

　
　
　
液
肥
散
布
は
２
９

２
３
ｔ
で
前
年
よ
り
１
５

６
ｔ
増
え
て
い
る
。
原
料

受
け
入
れ
は
８
５
１
ｔ
で

計
画
よ
り
約
４
０
０
ｔ
少

な
い
。
発
電
量
は
１
６
４

５
２
０
k
w
で
そ
の
内
１

２
１
０
６
３
k
w
売
電
し

約
４
９
６
万
円
の
売
電
金

額
で
あ
る
。

　
　
今
後
の
液
肥
散
布
の

予
定
量
は
。

　
　
　
国
営
畑
、
ゴ
ル
フ
場
、

稲
刈
り
後
の
田
へ
の
散
布

で
、
目
標
の
４
０
０
０
ｔ

は
達
成
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
年
間
の
売
電
料
金
の

見
込
み
額
は
。

　
　
　
施
設
内
の
電
力
消

費
の
節
電
に
努
め
、
年
間

約
１
３
０
０
万
円
の
売
電

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
売
電
金
額
が
大
き
い

が
、
指
定
管
理
料
は
ど
れ

ぐ
ら
い
減
額
で
き
る
の
か
。

　
　
　
原
料
代
等
の
詳
細

な
デ
ー
タ
を
精
査
し
て
、

で
き
る
限
り
減
額
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

市
バ
ス
の
き
め
細
や
か
な

運
行
を

　
　
免
許
証
返
納
者
へ
の

対
策
の
充
実
を
。

　
　
　
４
月
か
ら
市
バ
ス

の
回
数
券
等
の
利
用
拡
大

を
し
た
結
果
、
交
付
対
象

者
が
増
え
て
い
る
。
予
算

が
不
足
す
る
場
合
は
、
補

正
で
対
応
す
る
予
定
だ
。

　
　
市
バ
ス
運
行
に
対
し

て
、
地
区
要
望
等
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
切
畑
の
高
齢
者
移

動
手
段
の
新
設
は
検
討
中
。

　
豊
栄
地
域
は
、
実
施
主

体
を
地
域
で
や
っ
て
い
く

よ
う
実
施
に
向
け
て
地
域

内
で
協
議
し
て
い
る
。

　
二
区
環
状
線
の
蒲
井
・

旭
へ
の
延
伸
は
、
バ
ス
の

定
員
、
道
路
幅
員
の
関
係

で
検
討
中
。

　
弥
栄
延
利
線
は
、
第
２

便
の
延
利
で
時
間
待
ち
を

や
め
、
五
十
河
ま
で
入
る

の
を
早
急
に
実
施
す
る
。

　
鳥
取
、
木
橋
地
区
内
へ

入
る
路
線
変
更
は
、
地
域

公
共
交
通
会
議
の
承
認
が

必
要
な
た
め
、
も
う
少
し

時
間
が
必
要
で
あ
る
。

問問問

問問問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

散布車による液肥の散布状況

減
額
で
き
る
方
向
で
模
索
、検
討
し

て
い
く

市
長

雄　飛　会

エ
コ
エ
ネ
施
設
の
指
定
管
理
料
は

減
額
に
な
る
か

吉 岡 豊 和

教
育
委
員
長

問教
育
委
員
長

問

問

問 市
長

市
長

市
長
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防
衛
大
臣
と
面
会
、

今
後
の
流
れ
は
。

　
　
　
議
会
に
は
正
式
文

書
を
受
け
て
説
明
。
地
元

に
対
し
て
は
、
自
治
体
の

責
任
と
し
て
、
そ
の
都
度

行
う
。
府
と
時
期
を
あ
わ

せ
て
手
続
き
し
た
い
。

　
　
基
地
が
あ
る
が
故
の

事

件
、
事

故

に

対

し

て
、

女
性
や
子
ど
も
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
住
民
の
不

安
を
共
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
事
件
、事
故
は
、あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。他
の
自

治
体
と
と
も
に
地
位
協
定

改
善
に
向
け
て
の
努
力
と

注
視
が
必
要
。し
か
し
、そ

の
改
善
を
待
っ
て
の
受
け

入
れ
と
い
う
考
え
で
は
な

い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
、
米
軍
へ
の
教
育

を
徹
底
。
米
軍
と
の
行
事

等
の
交
流
に
よ
る
信
頼
関

係
も
大
切
と
考
え
る
。

　
　
国
益
を
重
視
す
る
こ

と
は
、
住
民
の
少
々
の
我

慢
は
致
し
方
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　
　
　
あ
く
ま
で
も
住
民

の
安
心
安
全
が
第
一
だ
が
、

そ
の
中
で
国
益
に
期
す
る

の
は
道
理
で
あ
る
。

ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
京
丹
後

（
仮
称
）
の
誘
致
を
憂
う

　
　
設
置
者
尼
崎
市
と
の

行
政
協
定
締
結
に
至
る
背

景
や
、
誘
致
に
伴
う
弊
害

に
対
す
る
検
証
は
ど
う
か
。

　
　
　
関

係

自

治

体

や
、

市
内
各
団
体
へ
の
聞
き
取

り
の
結
果
、
大
き
な
問
題

は
な
か
っ
た
。
市
を
二
分

す
る
よ
う
な
問
題
で
あ
り
、

経
済
等
の
状
況
も
勘
案
し

今
回
の
提
案
と
な
っ
た
。

　
　
協
定
に
よ
っ
て
、
住

民
の
要
望
が
し
っ
か
り
受

け
止
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
今
後
問
題
な
ど
が

あ
れ
ば
、
詳
細
協
定
締
結

も
含
め
、
住
民
の
要
望
に

は
応
え
て
い
き
た
い
。

通
園
バ
ス
の
運
行
は

　
　
保
育
所
通
園
バ
ス
運

行
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、

臨
機
応
変
な
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
片
道
30
分
、

3
歳
児
以
上
、
保
護
者
と

の
相
談
に
よ
っ
て
ル
ー
ト

決
定
を
し
て
い
る
。
実
態

に
合
わ
せ
た
配
車
、
ル
ー

ト
変
更
も
行
っ
て
い
く
。

問問 市
長

問市
長

問問 市
長

市
長

市
長

米軍基地建設予定地付近を海上から臨む

安
心
安
全
が
第
一
だ
が
国
益
に
寄
与

す
る
の
が
道
理

市
長

日本共産党

米
軍
基
地
配
備
で
住
民
の
安
心
は

本
当
に
大
丈
夫
か

橋本まり子

　
　
市
内
に
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
の
指
定
が

１
０
０
０
カ
所
以
上
も
あ

る
。
近
年
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

発
生
に
よ
り
、
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
。
先
日
も

大
雨
警
報
が
出
て
、
道
路

の
冠
水
な
ど
の
被
害
が
出

た
。
市
の
急
傾
斜
地
対
策

の
予
算
は
年
間
二
、
三
カ

所
し
か
な
い
。
こ
れ
で
は

全
て
の
箇
所
を
工
事
す
る

に
は
何
十
年
も
か
か
り
、

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る

市
の
役
目
を
果
た
す
こ
と

に
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
予
算
の
確
保
を
府

に
要
望
し
て
い
る
。
場
所

決
定
は
、
地
元
要
望
や
福

祉
施
設
の
近
く
な
ど
現
地

の
把
握
を
行
い
、
府
の
採

択
基
準
に
沿
っ
て
、
危
険

箇
所
優
先
で
進
め
る
。

　
　「
う
ち
の
裏
山
は
ど
う

な
っ
と
る
か
、
ど
こ
に
避

難
し
た
ら
い
い
の
か
」
と

心
配
す
る
市
民
が
い
る
。

市
の
防
災
計
画
は
見
直
し

の
最
中
と
聞
く
が
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
竜
巻
な
ど
気
象

条
件
も
変
わ
っ
て
き
た
。

一
日
も
早
く
決
定
し
市
民

へ
の
啓
発
活
動
を
進
め
る

べ
き
だ
が
。

　
　
　
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
警
報
の
情
報
を
市

民
に
周
知
し
て
い
る
。
防

災
計
画
に
つ
い
て
は
、
９

月
に
決
め
ら
れ
る
基
準
に

照
ら
し
て
直
し
、
年
内
中

に
市
民
に
徹
底
し
た
い
。

公
共
施
設
の
あ
り
方

　
　
公
共
施
設
が
平
成
26

年
か
ら
31
年
に
か
け
て
各

地
区
の
公
民
館
、
温
泉
・

観
光
施
設
な
ど
が
移
譲
、

廃
止
、
管
理
形
態
の
見
直

し
と
な
る
。
温
泉
施
設
は
、

地
域
の
人
達
に
ゆ
っ
く
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
身

体
を
ほ
ぐ
し
、
明
日
も
が

ん
ば
っ
て
も
ら
お
う
と
作

ら
れ
た
。
移
譲
な
ど
に
よ

り
住
民
福
祉
の
増
進
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。

　
　
　
公
共
性
を
ど
う
担

保
す
る
か
、
担
当
部
で
し
っ

か

り

検

討

す

る
。
パ

ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民

に
意
見
を
聞
い
た
り
、
関

係
区
長
な
ど
へ
説
明
を

行
っ
た
。

民家に迫る裏山

予
算
の
確
保
を
府
に
要
望
し
て
い
く

市
長

日本共産党

急
傾
斜
地
対
策
を
急
ぎ
市
民
の
財
産

と
命
を
守
れ

平林智江美

　
　
10
項
目
の
中
に
住
民

の
安
心
、
安
全
の
た
め
の

「
地
位
協
定
」
の
改
善
を
求

め
る
項
目
が
あ
る
。
市
長

は
安
保
条
約
、
地
位
協
定

は
読
ん
だ
上
で
の
条
件
で

あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
全
体
は
承
知
し
て

い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
答

弁
は
用
意
し
て
い
な
い
。

　
　
現
在
の
日
米
関
係
の

中
で
、
沖
縄
に
お
け
る
オ

ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
、

ヘ
リ
墜
落
事
故
に
お
け
る

日
米
政
府
の
対
応
は
、
地

位
協
定
を
タ
テ
に
不
誠
実
。

地
位
協
定
の
改
善
は
あ
り

得
な
い
の
が
現
実
だ
。

　
　
　
米
軍
の
事
件
事
故
、

裁
判
上
で
の
不
安
は
あ
る
。

な
い
よ
う
に
と
の
努
力
義

務
を
求
め
て
い
る
。

　
　
地
位
協
定
の
３
条
で

は
、
基
地
は
米
本
土
と
同

じ
扱
い
と
な
り
治
外
法
権

で
、
不
利
な
密
約
も
あ
る
。

安
心
安
全
の
保
障
は
な
い
。

再
検
討
は
。

　
　
　
考

え

て

い

な

い
。

地
位
協
定
が
あ
り
、
不
安

が
あ
る
か
ら
運
用
も
含
め

て
改
善
を
求
め
て
い
る
。

防
衛
省
は
努
力
す
る
と

言
っ
て
い
る
の
で
信
頼
す

る
。
　
　
市
長
は
国
益
の
た
め

と
し
て
い
る
が
、
国
益
と

は
国
民
、
市
民
の
利
益
で

あ
り
、
基
地
配
備
は
逆
に

住
民
の
命
や
健
康
を
危
険

に

さ

ら

す
。
米

政

府

は

レ
ー
ダ
ー
配
備
を
、
日
本

の
防
衛
と
は
言
わ
ず
米
の

防
衛
の
た
め
に
必
要
と

言
っ
て
い
る
。

　
　
　
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
い
う
想
定
は
し
て
い
る
。

基
地
は
攻
撃
の
抑
止
力
に

つ
な
が
り
、
日
本
防
衛
に

役
立
つ
と
防
衛
大
臣
は

言
っ
て
お
り
、
国
益
に
な

る
と
考
え
る
。

　
　
防
衛
省
は
今
後
、
地

権
者
に
対
し
用
地
買
収
、

借
地
に
つ
い
て
の
交
渉
に

入
る
と
思
う
が
、
交
渉
に

市
は
関
与
す
べ
き
で
は
な

い
。
地
権
者
へ
の
圧
力
に

も
つ
な
が
る
。
当
事
者
間

に
任
せ
る
べ
き
だ
が
。

　
　
　
今
日
ま
で
こ
の
件

で
は
一
切
関
与
し
て
い
な

い
。
調
査
も
防
衛
省
が
独

自
で
や
っ
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
も
関
与
す
る
こ

と
は
な
い
。

問問問 市
長

問 市
長

市
長

問市
長

市
長

米軍基地が無いのが一番の安心・安全！

条
件
の
実
現
が
当
然
基
地
受
け
入
れ

の
前
提
だ

市
長

日本共産党

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
の
拒
否

は
あ
る
の
か

森 　 　 勝

　
　
エ
コ
エ
ネ
セ
ン
タ
ー

の
今
年
４
月
か
ら
８
月
末

ま
で
の
運
営
状
況
は
。

　
　
　
液
肥
散
布
は
２
９

２
３
ｔ
で
前
年
よ
り
１
５

６
ｔ
増
え
て
い
る
。
原
料

受
け
入
れ
は
８
５
１
ｔ
で

計
画
よ
り
約
４
０
０
ｔ
少

な
い
。
発
電
量
は
１
６
４

５
２
０
k
w
で
そ
の
内
１

２
１
０
６
３
k
w
売
電
し

約
４
９
６
万
円
の
売
電
金

額
で
あ
る
。

　
　
今
後
の
液
肥
散
布
の

予
定
量
は
。

　
　
　
国
営
畑
、
ゴ
ル
フ
場
、

稲
刈
り
後
の
田
へ
の
散
布

で
、
目
標
の
４
０
０
０
ｔ

は
達
成
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
年
間
の
売
電
料
金
の

見
込
み
額
は
。

　
　
　
施
設
内
の
電
力
消

費
の
節
電
に
努
め
、
年
間

約
１
３
０
０
万
円
の
売
電

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
売
電
金
額
が
大
き
い

が
、
指
定
管
理
料
は
ど
れ

ぐ
ら
い
減
額
で
き
る
の
か
。

　
　
　
原
料
代
等
の
詳
細

な
デ
ー
タ
を
精
査
し
て
、

で
き
る
限
り
減
額
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

市
バ
ス
の
き
め
細
や
か
な

運
行
を

　
　
免
許
証
返
納
者
へ
の

対
策
の
充
実
を
。

　
　
　
４
月
か
ら
市
バ
ス

の
回
数
券
等
の
利
用
拡
大

を
し
た
結
果
、
交
付
対
象

者
が
増
え
て
い
る
。
予
算

が
不
足
す
る
場
合
は
、
補

正
で
対
応
す
る
予
定
だ
。

　
　
市
バ
ス
運
行
に
対
し

て
、
地
区
要
望
等
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
切
畑
の
高
齢
者
移

動
手
段
の
新
設
は
検
討
中
。

　
豊
栄
地
域
は
、
実
施
主

体
を
地
域
で
や
っ
て
い
く

よ
う
実
施
に
向
け
て
地
域

内
で
協
議
し
て
い
る
。

　
二
区
環
状
線
の
蒲
井
・

旭
へ
の
延
伸
は
、
バ
ス
の

定
員
、
道
路
幅
員
の
関
係

で
検
討
中
。

　
弥
栄
延
利
線
は
、
第
２

便
の
延
利
で
時
間
待
ち
を

や
め
、
五
十
河
ま
で
入
る

の
を
早
急
に
実
施
す
る
。

　
鳥
取
、
木
橋
地
区
内
へ

入
る
路
線
変
更
は
、
地
域

公
共
交
通
会
議
の
承
認
が

必
要
な
た
め
、
も
う
少
し

時
間
が
必
要
で
あ
る
。

問問問

問問問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

散布車による液肥の散布状況

減
額
で
き
る
方
向
で
模
索
、検
討
し

て
い
く

市
長

雄　飛　会

エ
コ
エ
ネ
施
設
の
指
定
管
理
料
は

減
額
に
な
る
か

吉 岡 豊 和

教
育
委
員
長

問教
育
委
員
長

問

問

問 市
長

市
長

市
長

◆市政を問う
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過
日
、
大
宮
南
小
で

食
中
毒
が
発
生
し
た
が
、

根
本
的
な
原
因
を
徹
底
究

明
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
改
め
て
深

く
お
詫
び
す
る
。
保
健
所

で
は
高
度
分
析
や
詳
細
な

調
査
が
で
き
る
体
制
で
は

な
く
、
食
品
の
限
定
や
汚

染
経
路
は
突
き
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
　
国
の
給
食
管
理
基
準

で

は

気

温
25
℃
、
湿

度

80
％
以
下
と
な
っ
て
い
る

が
、
各
施
設
は
ど
う
い
う

設
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
エ
ア
コ
ン

設
置
の
調
理
室
で
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
が
基
準
を
超

え
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　
網
野
給
食
セ
ン
タ
ー

と
５
つ
の
小
学
校
の
調
理

場
で
は
、
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

細
菌
が
繁
殖
す
る
原
因
に

な
っ
て
い
る
。
調
理
場
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
と

協
議
し
、
来
年
に
は
設
置

し
た
い
。

　
　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
へ
の

設
置
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
来
年
か
ら

教
室
も
含
め
て
計
画
性
を

も
っ
て
順
次
対
応
し
た
い
。

　
　
調
理
場
は
大
半
が
ウ

エ
ッ
ト
式
だ
が
、
ウ
エ
ッ

ト
は
高
温
多
湿
の
た
め
細

菌
や
カ
ビ
が
繁
殖
し
や
す

く
、
食
中
毒
発
生
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
多
額
の
費

用
も
掛
か
り
一
度
に
改
善

で
き
な
い
。
水
が
下
に
こ

ぼ
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し

て
作
業
し
て
い
る
。

給
食
費
会
計
を
私
会
計
か

ら
公
会
計
に

　
　
生
徒
と
向
き
合
い
教

育
に
専
念
す
べ
き
先
生
が
、

給
食
費
の
未
収
金
の
徴
収

に
時
間
を
割
く
こ
と
は
大

き
な
負
担
で
あ
る
。
市
が

徴
収
を
担
う
よ
う
私
会
計

か
ら
公
会
計
に
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
学
校
現
場

の
負
担
軽
減
、
公
平
な
保

護
者
負
担
の
観
点
か
ら
、

私
会
計
か
ら
公
会
計
に
移

行
し
た
自
治
体
の
例
を
研

究
し
、
市
長
部
局
と
協
議

し
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　

問問 問

問問

エ
ア
コ
ン
設
置
は
計
画
性
を
も
っ
て

対
応
し
た
い

市
長

雄　飛　会

食
中
毒
に
対
し
し
っ
か
り
し
た
再
発

防
止
策
を

川 村 博 茂

　
　
市
営
駐
車
場
は
峰
山

町
、
網
野
町
、
久
美
浜
町

の
11
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
峰
山
町
内

の
駐
車
場
に
は
、
特
定
の

利
用
者
に
よ
る
常
時
駐
車

の
批
判
や
、
利
用
方
法
へ

の
苦
情
が
多
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
駐
車
場
に
は
設
置
さ

れ
た
目
的
が
あ
る
と
思
う

が
、
各
駐
車
場
の
利
用
の

実
態
と
そ
の
あ
り
方
は
。

　
　
　
苦
情
や
批
判
を
受

け
、
各
駐
車
場
を
そ
れ
ぞ

れ
調
査
し
、
課
題
や
問
題

点
を
把
握
し
た
。
市
の
行

政
評
価
委
員
会
か
ら
も
廃

止
や
返
却
を
含
め
た
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
当
初
の
目
的

と
そ
ぐ
わ
な
い
実
態
も
あ

り
、
見
直
し
を
進
め
る
。

国
営
農
地
の
遊
休
地
対
策

に
「
オ
リ
ー
ブ
栽
培
」
を

　
　
国
営
農
地
は
丹
後
地

域
の
農
業
に
と
っ
て
大
切

な
農
地
だ
が
、
獣
害
や
連

作
障
害
等
も
あ
っ
て
年
々

栽
培
面
積
が
減
少
し
、
遊

休
化
が
進
ん
で
い
る
。
農

地
を
返
さ
れ
た
地
主
が
耕

作
で
き
な
い
と
な
る
と
、

こ
の
ま
ま
で
は
再
び
『
山
』

に
な
っ
て
し
ま
う
。
地
主

自
ら
自
作
し
て
い
け
る
体

系
と
し
て
、
す
で
に
こ
の

地
域
で
実
績
が
あ
り
、
宮

津
市
も
計
画
を
進
め
る
「
オ

リ
ー
ブ
」
の
栽
培
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
規
作
物
は
作
付

け

指

導

や

販

売
、
収

益
、

販
路
の
戦
略
を
立
て
る
な

ど
、
一
定
の
手
続
き
が
必

要
だ
が
、
気
象
条
件
の
似

た
他
県
で
の
栽
培
事
例
も

聞
く
。
地
域
振
興
策
の
一

つ
と
し
て
、
小
豆
島
へ
の

視
察
も
含
め
、
検
討
す
る
。

水
道
管
の
破
裂
な
ど
緊
急

事
態
へ
の
対
応
の
手
順
は

　
　
先
日
、
水
道
本
管
の

破
損
事
故
が
あ
り
、
多
く

の
市
民
に
影
響
が
あ
っ
た
。

他
に
も
網
野
最
終
処
分
場

火
災
や
大
気
汚
染
の
Ｐ
Ｍ

2
・
5
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
急
激
な
流
行
な

ど
、
突
発
的
な
事
象
が
発

生
し
た
時
の
対
応
は
。

　
　
　
市
の
危
機
管
理
指

針
を
制
定
し
、
レ
ベ
ル
１

か
ら
４
に
お
い
て
的
確
な

対
応
を
し
て
い
る
。

常時駐車により常に満車状態の峰小前駐車場

現
状
を
調
査
し
、実
態
に
応
じ
て

見
直
し
を
進
め
る

市
長

清風クラブ

市
営
駐
車
場
は
苦
情
が
多
い

見
直
す
べ
き
で
は

金 田 琮 仁

　
　
予
算
執
行
の
権
限
を

学
校
に
委
譲
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　
校
長
の
予
算
執
行

権
限
は
、
一
定
の
ル
ー
ル

の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
教
育
委
員
会
と
協

議
を
す
る
中
で
検
討
す
る
。

　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
の
た
め
、
校
長
の
裁
量

で
執
行
で
き
る
予
算
措
置

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
別
枠
の
中
で
の
特

色
予
算
を
つ
け
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
中
で
、

教
育
委
員
会
が
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る

と
思
う
。
内
容
と
し
て
は

大
変
良
い
こ
と
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
意
向
も
踏

ま
え
て
、
協
議
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

不
登
校
問
題
の
解
消
に
向

け
て
、
体
制
の
確
立
を

　
　
一
学
期
の
状
況
を
踏

ま
え
て
、
夏
季
休
業
中
の

指
導
は
。
　

　
　
　
　
　
　
個
々
の
子

ど
も
に
も
視
点
を
当
て
、

家
庭
と
の
連
携
を
十
分
に

図
る
よ
う
各
校
に
指
導
を

行
っ
た
。

　
　
再
配
置
後
の
子
ど
も

た
ち
に
変
化
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
特
に
小
学

校
で
は
、
環
境
の
変
化
に

伴
い
気
に
な
る
子
ど
も
が

あ
っ
た
が
、
不
登
校
に
な
っ

た
な
ど
の
例
は
な
い
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
今
後
の
取
組
の

重
点
は
。

　
　
　
　
　
　
相
談
内
容

は
、
親
は
子
育
て
に
係
る

内
容
、
子
ど
も
は
友
達
関

係
や
学
校
に
対
す
る
不
安

な
ど
を
中
心
に
、
相
談
件

数
も
増
加
し
て
い
る
。
今

後
は
、
相
談
内
容
の
検
討

や
学
校
や
家
庭
へ
の
訪
問

な
ど
、
相
談
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
専

門
的
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成

し
て
い
る
「
運
営
委
員
会
」

で
内
容
の
検
討
を
図
る
。

　
　
中
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
心
の
教
室
相
談
員

の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
相
談
活
動

以
外
に
も
、
給
食
や
清
掃

な
ど
、
気
に
な
る
子
ど
も

の
状
況
把
握
に
努
め
て
い

る
。

問問 市
長

市
長

問問問

教
育
の
環
境
づ
く
り
と
予
算
確
保
に

努
め
る

市
長

清風クラブ

主
体
的
な
教
育
活
動
が
で
き
る
学
校

予
算
に

由 利 敏 雄

　
　
市
内
の
医
療
環
境
を

考
え
る
と
、
２
つ
の
市
立

病
院
は
今
の
形
態
を
維
持

す
る
の
が
最
善
だ
。
ま
た

弥
栄
病
院
の
建
て
替
え
は
、

建
築
費
を
抑
え
な
が
ら
今

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
機

能
を
強
化
し
、
経
営
向
上

に
つ
な
が
る
建
替
計
画
に

す
べ
き
だ
。

　
　
　
今
後
も
２
つ
の
市

立
病
院
を
公
設
公
営
で
続

け
る
。
弥
栄
病
院
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
病
院

の
将
来
展
望
を
見
据
え
た

構
想
を
検
討
中
だ
。

　
　「
地
域
医
療
を
守
る
ま

ち
宣
言
」
を
行
い
、
市
民

全
体
で
医
師
や
地
域
医
療

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
、

医
師
不
足
の
解
消
に
効
果

を
上
げ
た
自
治
体
が
あ
る
。

京
丹
後
市
も
検
討
で
き
な

い
か
。

　
　
　
市
民
ぐ
る
み
で
医

師
や
市
民
病
院
を
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

条
例
作
り
も
含
め
問
題
意

識
と
し
て
持
っ
て
い
る
。

今
後
も
医
師
や
病
院
を
守

り
支
え
る
た
め
の
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
て
行
く
。

ア
ミ
テ
ィ
丹
後
に
つ
い
て

　
　
ア

ミ

テ

ィ

丹

後

は
、

宮
津
与
謝
も
含
め
た
地
場

産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
運
営
補
助
金
の

多
く
を
京
丹
後
市
が
負
担

し
て
い
る
。
丹
後
各
市
町

の
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
を
是
正
す
べ
き
だ
。

　
　
　
宮
津
与
謝
に
も
応

分
の
負
担
を
求
め
た
い
。

　
　
網
野
中
心
部
の
再
開

発
の
観
点
か
ら
、
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
の
常
設
販
売
拠
点
の

再
検
討
が
必
要
だ
。

　
　
　
仮
に
網
野
庁
舎
を

取
り
壊
し
た
際
の
跡
地
利

用
の
課
題
も
あ
り
、
賑
わ

い
作
り
の
拠
点
整
備
が
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
活
動
支
援
補
償
制
度

の
創
設
を

　
　
自
治
会
や
市
民
団
体

の
活
動
中
、
万
が
一
物
損

や
怪
我
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
市
が
団
体
保
険

に
加
入
し
、
市
民
負
担
な

し
で
相
手
に
補
償
で
き
る

「
市
民
活
動
支
援
補
償
制

度
」
の
創
設
を
求
め
る
。

　
　
　
保
険
方
式
も
含
め

幅
広
く
調
査
検
討
す
る
。

問問

問問

市
長

市
長

市
長

市
長

問市
長

病院経営向上につながる建て替えを

病
院
の
将
来
展
望
を
見
据
え
た
構
想

を
検
討
中
だ

市
長

清風クラブ

病
院
経
営
の
向
上
に
つ
な
が
る

建
替
計
画
を
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過
日
、
大
宮
南
小
で

食
中
毒
が
発
生
し
た
が
、

根
本
的
な
原
因
を
徹
底
究

明
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
改
め
て
深

く
お
詫
び
す
る
。
保
健
所

で
は
高
度
分
析
や
詳
細
な

調
査
が
で
き
る
体
制
で
は

な
く
、
食
品
の
限
定
や
汚

染
経
路
は
突
き
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
　
国
の
給
食
管
理
基
準

で

は

気

温
25
℃
、
湿

度

80
％
以
下
と
な
っ
て
い
る

が
、
各
施
設
は
ど
う
い
う

設
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
エ
ア
コ
ン

設
置
の
調
理
室
で
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
が
基
準
を
超

え
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　
網
野
給
食
セ
ン
タ
ー

と
５
つ
の
小
学
校
の
調
理

場
で
は
、
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

細
菌
が
繁
殖
す
る
原
因
に

な
っ
て
い
る
。
調
理
場
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
と

協
議
し
、
来
年
に
は
設
置

し
た
い
。

　
　
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
へ
の

設
置
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
来
年
か
ら

教
室
も
含
め
て
計
画
性
を

も
っ
て
順
次
対
応
し
た
い
。

　
　
調
理
場
は
大
半
が
ウ

エ
ッ
ト
式
だ
が
、
ウ
エ
ッ

ト
は
高
温
多
湿
の
た
め
細

菌
や
カ
ビ
が
繁
殖
し
や
す

く
、
食
中
毒
発
生
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
多
額
の
費

用
も
掛
か
り
一
度
に
改
善

で
き
な
い
。
水
が
下
に
こ

ぼ
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し

て
作
業
し
て
い
る
。

給
食
費
会
計
を
私
会
計
か

ら
公
会
計
に

　
　
生
徒
と
向
き
合
い
教

育
に
専
念
す
べ
き
先
生
が
、

給
食
費
の
未
収
金
の
徴
収

に
時
間
を
割
く
こ
と
は
大

き
な
負
担
で
あ
る
。
市
が

徴
収
を
担
う
よ
う
私
会
計

か
ら
公
会
計
に
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
学
校
現
場

の
負
担
軽
減
、
公
平
な
保

護
者
負
担
の
観
点
か
ら
、

私
会
計
か
ら
公
会
計
に
移

行
し
た
自
治
体
の
例
を
研

究
し
、
市
長
部
局
と
協
議

し
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　

問問 問

問問

エ
ア
コ
ン
設
置
は
計
画
性
を
も
っ
て

対
応
し
た
い

市
長

雄　飛　会

食
中
毒
に
対
し
し
っ
か
り
し
た
再
発

防
止
策
を

川 村 博 茂

　
　
市
営
駐
車
場
は
峰
山

町
、
網
野
町
、
久
美
浜
町

の
11
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
峰
山
町
内

の
駐
車
場
に
は
、
特
定
の

利
用
者
に
よ
る
常
時
駐
車

の
批
判
や
、
利
用
方
法
へ

の
苦
情
が
多
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
駐
車
場
に
は
設
置
さ

れ
た
目
的
が
あ
る
と
思
う

が
、
各
駐
車
場
の
利
用
の

実
態
と
そ
の
あ
り
方
は
。

　
　
　
苦
情
や
批
判
を
受

け
、
各
駐
車
場
を
そ
れ
ぞ

れ
調
査
し
、
課
題
や
問
題

点
を
把
握
し
た
。
市
の
行

政
評
価
委
員
会
か
ら
も
廃

止
や
返
却
を
含
め
た
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
当
初
の
目
的

と
そ
ぐ
わ
な
い
実
態
も
あ

り
、
見
直
し
を
進
め
る
。

国
営
農
地
の
遊
休
地
対
策

に
「
オ
リ
ー
ブ
栽
培
」
を

　
　
国
営
農
地
は
丹
後
地

域
の
農
業
に
と
っ
て
大
切

な
農
地
だ
が
、
獣
害
や
連

作
障
害
等
も
あ
っ
て
年
々

栽
培
面
積
が
減
少
し
、
遊

休
化
が
進
ん
で
い
る
。
農

地
を
返
さ
れ
た
地
主
が
耕

作
で
き
な
い
と
な
る
と
、

こ
の
ま
ま
で
は
再
び
『
山
』

に
な
っ
て
し
ま
う
。
地
主

自
ら
自
作
し
て
い
け
る
体

系
と
し
て
、
す
で
に
こ
の

地
域
で
実
績
が
あ
り
、
宮

津
市
も
計
画
を
進
め
る
「
オ

リ
ー
ブ
」
の
栽
培
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
規
作
物
は
作
付

け

指

導

や

販

売
、
収

益
、

販
路
の
戦
略
を
立
て
る
な

ど
、
一
定
の
手
続
き
が
必

要
だ
が
、
気
象
条
件
の
似

た
他
県
で
の
栽
培
事
例
も

聞
く
。
地
域
振
興
策
の
一

つ
と
し
て
、
小
豆
島
へ
の

視
察
も
含
め
、
検
討
す
る
。

水
道
管
の
破
裂
な
ど
緊
急

事
態
へ
の
対
応
の
手
順
は

　
　
先
日
、
水
道
本
管
の

破
損
事
故
が
あ
り
、
多
く

の
市
民
に
影
響
が
あ
っ
た
。

他
に
も
網
野
最
終
処
分
場

火
災
や
大
気
汚
染
の
Ｐ
Ｍ

2
・
5
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
急
激
な
流
行
な

ど
、
突
発
的
な
事
象
が
発

生
し
た
時
の
対
応
は
。

　
　
　
市
の
危
機
管
理
指

針
を
制
定
し
、
レ
ベ
ル
１

か
ら
４
に
お
い
て
的
確
な

対
応
を
し
て
い
る
。

常時駐車により常に満車状態の峰小前駐車場

現
状
を
調
査
し
、実
態
に
応
じ
て

見
直
し
を
進
め
る

市
長

清風クラブ

市
営
駐
車
場
は
苦
情
が
多
い

見
直
す
べ
き
で
は

金 田 琮 仁

　
　
予
算
執
行
の
権
限
を

学
校
に
委
譲
は
で
き
な
い

か
。
　
　
　
校
長
の
予
算
執
行

権
限
は
、
一
定
の
ル
ー
ル

の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
教
育
委
員
会
と
協

議
を
す
る
中
で
検
討
す
る
。

　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
の
た
め
、
校
長
の
裁
量

で
執
行
で
き
る
予
算
措
置

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
別
枠
の
中
で
の
特

色
予
算
を
つ
け
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
中
で
、

教
育
委
員
会
が
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る

と
思
う
。
内
容
と
し
て
は

大
変
良
い
こ
と
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
意
向
も
踏

ま
え
て
、
協
議
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

不
登
校
問
題
の
解
消
に
向

け
て
、
体
制
の
確
立
を

　
　
一
学
期
の
状
況
を
踏

ま
え
て
、
夏
季
休
業
中
の

指
導
は
。
　

　
　
　
　
　
　
個
々
の
子

ど
も
に
も
視
点
を
当
て
、

家
庭
と
の
連
携
を
十
分
に

図
る
よ
う
各
校
に
指
導
を

行
っ
た
。

　
　
再
配
置
後
の
子
ど
も

た
ち
に
変
化
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
特
に
小
学

校
で
は
、
環
境
の
変
化
に

伴
い
気
に
な
る
子
ど
も
が

あ
っ
た
が
、
不
登
校
に
な
っ

た
な
ど
の
例
は
な
い
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
今
後
の
取
組
の

重
点
は
。

　
　
　
　
　
　
相
談
内
容

は
、
親
は
子
育
て
に
係
る

内
容
、
子
ど
も
は
友
達
関

係
や
学
校
に
対
す
る
不
安

な
ど
を
中
心
に
、
相
談
件

数
も
増
加
し
て
い
る
。
今

後
は
、
相
談
内
容
の
検
討

や
学
校
や
家
庭
へ
の
訪
問

な
ど
、
相
談
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
専

門
的
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成

し
て
い
る
「
運
営
委
員
会
」

で
内
容
の
検
討
を
図
る
。

　
　
中
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
心
の
教
室
相
談
員

の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
相
談
活
動

以
外
に
も
、
給
食
や
清
掃

な
ど
、
気
に
な
る
子
ど
も

の
状
況
把
握
に
努
め
て
い

る
。

問問 市
長

市
長

問問問

教
育
の
環
境
づ
く
り
と
予
算
確
保
に

努
め
る

市
長

清風クラブ

主
体
的
な
教
育
活
動
が
で
き
る
学
校

予
算
に

由 利 敏 雄

　
　
市
内
の
医
療
環
境
を

考
え
る
と
、
２
つ
の
市
立

病
院
は
今
の
形
態
を
維
持

す
る
の
が
最
善
だ
。
ま
た

弥
栄
病
院
の
建
て
替
え
は
、

建
築
費
を
抑
え
な
が
ら
今

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
機

能
を
強
化
し
、
経
営
向
上

に
つ
な
が
る
建
替
計
画
に

す
べ
き
だ
。

　
　
　
今
後
も
２
つ
の
市

立
病
院
を
公
設
公
営
で
続

け
る
。
弥
栄
病
院
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
病
院

の
将
来
展
望
を
見
据
え
た

構
想
を
検
討
中
だ
。

　
　「
地
域
医
療
を
守
る
ま

ち
宣
言
」
を
行
い
、
市
民

全
体
で
医
師
や
地
域
医
療

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
、

医
師
不
足
の
解
消
に
効
果

を
上
げ
た
自
治
体
が
あ
る
。

京
丹
後
市
も
検
討
で
き
な

い
か
。

　
　
　
市
民
ぐ
る
み
で
医

師
や
市
民
病
院
を
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

条
例
作
り
も
含
め
問
題
意

識
と
し
て
持
っ
て
い
る
。

今
後
も
医
師
や
病
院
を
守

り
支
え
る
た
め
の
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
て
行
く
。

ア
ミ
テ
ィ
丹
後
に
つ
い
て

　
　
ア

ミ

テ

ィ

丹

後

は
、

宮
津
与
謝
も
含
め
た
地
場

産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
運
営
補
助
金
の

多
く
を
京
丹
後
市
が
負
担

し
て
い
る
。
丹
後
各
市
町

の
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
を
是
正
す
べ
き
だ
。

　
　
　
宮
津
与
謝
に
も
応

分
の
負
担
を
求
め
た
い
。

　
　
網
野
中
心
部
の
再
開

発
の
観
点
か
ら
、
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
の
常
設
販
売
拠
点
の

再
検
討
が
必
要
だ
。

　
　
　
仮
に
網
野
庁
舎
を

取
り
壊
し
た
際
の
跡
地
利

用
の
課
題
も
あ
り
、
賑
わ

い
作
り
の
拠
点
整
備
が
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
活
動
支
援
補
償
制
度

の
創
設
を

　
　
自
治
会
や
市
民
団
体

の
活
動
中
、
万
が
一
物
損

や
怪
我
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
市
が
団
体
保
険

に
加
入
し
、
市
民
負
担
な

し
で
相
手
に
補
償
で
き
る

「
市
民
活
動
支
援
補
償
制

度
」
の
創
設
を
求
め
る
。

　
　
　
保
険
方
式
も
含
め

幅
広
く
調
査
検
討
す
る
。
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観
光
地
で
あ
り
な
が

ら
、
カ
ー
ド
決
済
一
つ
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
で
海
外
旅
行
客
の
誘

客
が
出
来
る
の
か
。

　
　
　
７
年
後
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
。
多
く
の
方
が
日

本
に
来
ら
れ
、
京
都
に
立

ち
寄
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
方
た
ち
を
い
か
に
京

丹
後
へ
来
て
い
た
だ
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
旅

行
客
の
利
便
性
の
一
つ
が

カ
ー
ド
で
あ
る
。

　
観
光
協
会
が
中
心
と
な

り
、
市
も
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
新
し
い
産
業
へ
の
取

り
組
み
で
、
夢
を
語
れ
る

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

京
丹
後
に
は
技
術
は
あ
る

が
、
語

れ

る

夢

が

無

い
。

例
え
ば
「
動
く
ガ
ン
ダ
ム

を
作
ろ
う
」
と
旗
を
揚
げ

全
国
に
、
全
世
界
に
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
夢
を
語
る
こ
と
は

本
当
に
大
切
な
事
だ
と
考

え
て
い
る
。
医
療
、
福
祉
、

観
光
、
織
物
、
農
業
、
そ

し
て
機
械
金
属
分
野
で
先

進
的
な
道
を
開
く
の
は
行

政
の
仕
事
で
あ
る
。

　
一
方
、
一
旦
め
ど
が
付

け
ば
、
最
終
的
に
は
し
ん

が
り
を
務
め
る
の
も
行
政

の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

何
が
で
き
る
か
を
真
剣
に

議
論
し
て
行
き
た
い
。

　
　「
市
民
と
議
会
の
懇
談

会
」
で
高
齢
者
へ
の
政
策

ば
か
り
が
目
に
付
く
と
の

声
が
あ
る
が
、
不
妊
治
療

の
補
助
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
地
元
で
頑

張
っ
て
い
る
若
者
へ
の
支

援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
　
　
　
不
妊
治
療
に
つ
い

て
は
国
が
二
分
の
一
の
補

助
、
市
も
独
自
の
補
助
を

し
て
い
る
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
要
望

に
よ
り
設
置
を
し
て
い
る
。

安
心
し
て
働
く
た
め
に
は

重
要
で
あ
り
大
切
な
分
野

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
新
た
に
設
置
も
考
え

て
い
く
。

問問

問

お
も
て
な
し
の
心
を
ど
う
具
体
化
す

る
か
が
重
要

市
長

清風クラブ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は

堀 　 一 郎

　
　
敬
老
の
日
は
本
来
９

月
15
日
で
あ
っ
た
が
、
祝

日
法
の
改
正
に
よ
り
、
９

月
15
日
に
近
い
第
3
月
曜

日
と
な
っ
た
。
昭
和
41
年

（
１
９
６
６
年
）
６
月
の
建

国
記
念
日
成
立
に
伴
い
、

体
育
の
日
と
共
に
制
定
さ

れ
た
。
制
定
を
受
け
て
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
敬
老

会
行
事
の
意
義
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　
地
域
を
豊
か
に
育

ん
で
い
た
だ
い
た
ご
貢
献

や
、
ご
恩
に
対
し
て
感
謝

し
敬
意
も
は
ら
い
、
こ
れ

か
ら
の
益
々
の
ご
健
勝
を

願
う
と
共
に
、
寿
を
祝
う

機
会
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。

　
　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

一
律
で
な
い
と
不
公
平
だ

と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、

対
象
者
数
（
75
歳
以
上
）

に
よ
っ
て
補
助
金
に
格
差

を
設
け
る
の
も
、
一
つ
の

方
法
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
。

　
　
　
市
と
し
て
は
で
き

る
限
り
の
助
成
は
し
て
い

き
た
い
。
し
か
し
一
定
の

補
助
金
の
見
直
し
は
避
け

ら
れ
な
い
。
小
さ
な
区
も

あ
り
、
一
定
の
配
慮
も
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
区
長
連
絡
協
議
会

や
関
係
者
の
皆
様
と
も
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
参

加

率

の

現

状

は
。

申
請
書
類
の
簡
素
化
は
で

き
な
い
も
の
か
。

　
　
　
平
成
24
年
度
の
参

加
率
は
41
・
６
％
で
あ
る
。

各
地
区
や
連
合
区
で
主
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

参
加
率
が
上
が
っ
た
。
事

務
員
の
い
な
い
区
か
ら
は
、

書
類
の
簡
素
化
の
お
願
い

も
出
て
お
り
検
討
し
て
い

き
た
い
。

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
今
後
は

　
　
４
地
区
（
内
記
・
丹

波
・
矢
田
・
吉
沢
）
と
の

施
設
に
係
わ
る
協
議
に
つ

い
て
の
現
状
は
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
具
体
的

な
話
に
な
る
。
４
地
区
の

中
で
場
所
的
な
こ
と
も
あ

り
温
度
差
が
あ
る
。

敬老会の様子

ご
長
寿
を
率
直
に
お
祝
い
さ
せ
て

い
た
だ
く

市
長

清風クラブ

敬
老
会
行
事
の
意
義
に
つ
い
て

藤 田 　 太

　
　
本
市
の
観
光
入
込
客

数
は
低
迷
し
て
い
る
。
観

光
資
源
で
あ
る
食
材
や
温

泉
な
ど
の
魅
力
発
信
が
不

十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
迎

え
入
れ
る
木
津
駅
や
峰
山

駅
等
の
ト
イ
レ
は
環
境
が

最
悪
だ
。
早
期
の
改
修
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
今
夏
は
天
候
に
恵

ま
れ
休
日
が
続
い
た
こ
と
、

ま
た
、
テ
レ
ビ
放
映
な
ど

に
よ
り
、
道
の
駅
や
温
泉

施
設
は
昨
年
比
で
２
割
増

と
な
っ
て
い
る
。

　
海
の
京
都
構
想
と
合
わ

せ
あ
ら
ゆ
る
観
光
資
源
に

光
を
あ
て
る
「
極
上
の
ふ

る
さ
と
観
光
づ
く
り
」
を

計
る
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

　
　
こ
の
夏
も
海
水
浴
場

で
死
亡
事
故
が
起
き
た
。

事
故
の
海
域
は
、
地
元
の

人
は
遊
泳
を
し
な
い
場
所

で
あ
る
。
離
岸
流
の
発
生

や
危
険
を
知
ら
せ
る
看
板

等
水
難
事
故
か
ら
遊
泳
者

を
守
る
対
策
が
必
要
だ
。

　
京
都
府
で
は
、「
遊
泳
者

等
を
水
難
事
故
等
か
ら
守

る
条
例
（
仮
称
）」
制
定
に

向
け
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

　
　
　
毎
年
、
シ
ー
ズ
ン

前
に
は
水
難
事
故
防
止
の

会
議
を
持
ち
、
離
岸
流
の

情
報
告
知
や
発
生
場
所
に

赤
旗
を
配
布
す
る
な
ど
、

開
設
者
や
連
絡
員
に
対
し

て
指
導
を
し
て
い
る
。

　
検
討
さ
れ
て
い
る
条
例

の
主
な
内
容
は
、
海
水
浴

場
開
設
の
届
け
出
義
務
や
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
事

業
者
や
開
設
者
に
事
故
防

止
の
取
り
組
み
を
規
定
し
、

違
反
者
に
は
罰
則
を
設
け

て
い
る
。

人
口
減
少
時
代
の
将
来
像

は

　
　
合
併
か
ら
10
年
が
経

過
し
、
人
口
は
約
４
３
０

０
人
減
少
し
て
い
る
。
人

口
減
少
時
代
に
入
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
将

来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
の
か
。

　
　
　
将
来
は
悲
観
し
て

い
な
い
。
本
市
に
は
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
環
境
や
、
健
康
等
の
付

加
価
値
の
原
石
が
あ
る
。

10
年
先
は
必
ず
繁
栄
を
し

て
い
る
。

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

遊
泳
者
を
守
る
条
例
制
定
を
検
討

し
て
い
る

市
長

清風クラブ

海
水
浴
場
の
水
難
事
故
防
止
策
を

万
全
に

吉 岡 和 信

　
　
２
つ
あ
る
市
民
病
院

に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

弥
栄
病
院
の
改
修
に
当

た
っ
て
、
市
と
し
て
将
来

に
向
け
た
し
っ
か
り
と
し

た
医
療
体
制
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
べ
き
と
思
う
が
、

検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
平
成
19
年
に
医
療

改
革
プ
ラ
ン
の
検
討
を

行

っ

た
。
公

設

公

営

で

し
っ
か
り
と
し
た
展
開
、

発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
他
の
県
で
は
圏
域
を

越
え
て
、
市
民
病
院
の
統

合
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

目
的
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

老
人
ま
で
一
つ
の
病
院
で

最
高
の
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
、
京
丹
後
市
の
人

口
は
減
っ
て
い
く
。
ま
た
、

病
院
の
改
修
が
あ
る
中
で

１
つ
が
い
い
の
か
２
つ
で

い
く
の
か
を
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
し
て
い
る
。
京
丹
後

市
は
広
域
で
あ
り
、
交
通

ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
ま
た
、

開
業
医
も
少
な
い
中
で
現

在
の
形
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
人

口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

他
市
か
ら
も
呼
び
込
ん
で

い
き
た
い
が
、
受
診
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

漁
業
振
興
策
は
あ
る
の
か

　
　
漁
業
の
課
題
は
何
か
。

　
　
　
漁

獲

量

の

減

少
、

後
継
者
の
不
足
、
漁
価
の

低
下
等
で
あ
る
。

　
　
水

産

加

工

業

者

が

減
っ
て
い
る
の
も
原
因
の

一
つ
で
あ
る
。
漁
業
者
が

減
っ
て
い
く
事
は
漁
村
の

衰
退
に
繋
が
っ
て
い
く
。

こ
れ
も
大
き
な
課
題
と
思

う
が
、
行
政
と
し
て
の
対

策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
経
営
安
定
と
資
源

確
保
の
た
め
に
、
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
、
ヒ
ラ
メ
の
放
流

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
漁
連
と
漁
協
が

一
体
と
な
っ
た
新
し
い
組

織
も
で
き
る
の
で
連
携
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
農
業
振
興
対
策
に
比

べ
不
十
分
と
思
う
が
。

　
　
　
国
、
府
の
施
策
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。

問問

問

問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

どうする2つの市民病院

現
状
を
充
実
さ
せ
発
展
し
て
い
き
た
い

市
長

丹　政　会

ど
う
す
る
２
つ
の
市
民
病
院

池 田 惠 一

問

問

問

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

観光拠点として期待されるワンストップ窓口遊泳禁止区域に指定された立岩付近

◆市政を問う
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観
光
地
で
あ
り
な
が

ら
、
カ
ー
ド
決
済
一
つ
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
で
海
外
旅
行
客
の
誘

客
が
出
来
る
の
か
。

　
　
　
７
年
後
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
。
多
く
の
方
が
日

本
に
来
ら
れ
、
京
都
に
立

ち
寄
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
方
た
ち
を
い
か
に
京

丹
後
へ
来
て
い
た
だ
く
か

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
旅

行
客
の
利
便
性
の
一
つ
が

カ
ー
ド
で
あ
る
。

　
観
光
協
会
が
中
心
と
な

り
、
市
も
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
新
し
い
産
業
へ
の
取

り
組
み
で
、
夢
を
語
れ
る

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。

京
丹
後
に
は
技
術
は
あ
る

が
、
語

れ

る

夢

が

無

い
。

例
え
ば
「
動
く
ガ
ン
ダ
ム

を
作
ろ
う
」
と
旗
を
揚
げ

全
国
に
、
全
世
界
に
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
夢
を
語
る
こ
と
は

本
当
に
大
切
な
事
だ
と
考

え
て
い
る
。
医
療
、
福
祉
、

観
光
、
織
物
、
農
業
、
そ

し
て
機
械
金
属
分
野
で
先

進
的
な
道
を
開
く
の
は
行

政
の
仕
事
で
あ
る
。

　
一
方
、
一
旦
め
ど
が
付

け
ば
、
最
終
的
に
は
し
ん

が
り
を
務
め
る
の
も
行
政

の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

何
が
で
き
る
か
を
真
剣
に

議
論
し
て
行
き
た
い
。

　
　「
市
民
と
議
会
の
懇
談

会
」
で
高
齢
者
へ
の
政
策

ば
か
り
が
目
に
付
く
と
の

声
が
あ
る
が
、
不
妊
治
療

の
補
助
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
地
元
で
頑

張
っ
て
い
る
若
者
へ
の
支

援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
　
　
　
不
妊
治
療
に
つ
い

て
は
国
が
二
分
の
一
の
補

助
、
市
も
独
自
の
補
助
を

し
て
い
る
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
の
要
望

に
よ
り
設
置
を
し
て
い
る
。

安
心
し
て
働
く
た
め
に
は

重
要
で
あ
り
大
切
な
分
野

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
新
た
に
設
置
も
考
え

て
い
く
。

問問

問

お
も
て
な
し
の
心
を
ど
う
具
体
化
す

る
か
が
重
要

市
長

清風クラブ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は

堀 　 一 郎

　
　
敬
老
の
日
は
本
来
９

月
15
日
で
あ
っ
た
が
、
祝

日
法
の
改
正
に
よ
り
、
９

月
15
日
に
近
い
第
3
月
曜

日
と
な
っ
た
。
昭
和
41
年

（
１
９
６
６
年
）
６
月
の
建

国
記
念
日
成
立
に
伴
い
、

体
育
の
日
と
共
に
制
定
さ

れ
た
。
制
定
を
受
け
て
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
敬
老

会
行
事
の
意
義
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　
地
域
を
豊
か
に
育

ん
で
い
た
だ
い
た
ご
貢
献

や
、
ご
恩
に
対
し
て
感
謝

し
敬
意
も
は
ら
い
、
こ
れ

か
ら
の
益
々
の
ご
健
勝
を

願
う
と
共
に
、
寿
を
祝
う

機
会
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。

　
　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

一
律
で
な
い
と
不
公
平
だ

と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、

対
象
者
数
（
75
歳
以
上
）

に
よ
っ
て
補
助
金
に
格
差

を
設
け
る
の
も
、
一
つ
の

方
法
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
。

　
　
　
市
と
し
て
は
で
き

る
限
り
の
助
成
は
し
て
い

き
た
い
。
し
か
し
一
定
の

補
助
金
の
見
直
し
は
避
け

ら
れ
な
い
。
小
さ
な
区
も

あ
り
、
一
定
の
配
慮
も
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
区
長
連
絡
協
議
会

や
関
係
者
の
皆
様
と
も
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
参

加

率

の

現

状

は
。

申
請
書
類
の
簡
素
化
は
で

き
な
い
も
の
か
。

　
　
　
平
成
24
年
度
の
参

加
率
は
41
・
６
％
で
あ
る
。

各
地
区
や
連
合
区
で
主
催

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

参
加
率
が
上
が
っ
た
。
事

務
員
の
い
な
い
区
か
ら
は
、

書
類
の
簡
素
化
の
お
願
い

も
出
て
お
り
検
討
し
て
い

き
た
い
。

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
今
後
は

　
　
４
地
区
（
内
記
・
丹

波
・
矢
田
・
吉
沢
）
と
の

施
設
に
係
わ
る
協
議
に
つ

い
て
の
現
状
は
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
具
体
的

な
話
に
な
る
。
４
地
区
の

中
で
場
所
的
な
こ
と
も
あ

り
温
度
差
が
あ
る
。

敬老会の様子

ご
長
寿
を
率
直
に
お
祝
い
さ
せ
て

い
た
だ
く

市
長

清風クラブ

敬
老
会
行
事
の
意
義
に
つ
い
て

藤 田 　 太

　
　
本
市
の
観
光
入
込
客

数
は
低
迷
し
て
い
る
。
観

光
資
源
で
あ
る
食
材
や
温

泉
な
ど
の
魅
力
発
信
が
不

十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
迎

え
入
れ
る
木
津
駅
や
峰
山

駅
等
の
ト
イ
レ
は
環
境
が

最
悪
だ
。
早
期
の
改
修
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
今
夏
は
天
候
に
恵

ま
れ
休
日
が
続
い
た
こ
と
、

ま
た
、
テ
レ
ビ
放
映
な
ど

に
よ
り
、
道
の
駅
や
温
泉

施
設
は
昨
年
比
で
２
割
増

と
な
っ
て
い
る
。

　
海
の
京
都
構
想
と
合
わ

せ
あ
ら
ゆ
る
観
光
資
源
に

光
を
あ
て
る
「
極
上
の
ふ

る
さ
と
観
光
づ
く
り
」
を

計
る
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

　
　
こ
の
夏
も
海
水
浴
場

で
死
亡
事
故
が
起
き
た
。

事
故
の
海
域
は
、
地
元
の

人
は
遊
泳
を
し
な
い
場
所

で
あ
る
。
離
岸
流
の
発
生

や
危
険
を
知
ら
せ
る
看
板

等
水
難
事
故
か
ら
遊
泳
者

を
守
る
対
策
が
必
要
だ
。

　
京
都
府
で
は
、「
遊
泳
者

等
を
水
難
事
故
等
か
ら
守

る
条
例
（
仮
称
）」
制
定
に

向
け
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

　
　
　
毎
年
、
シ
ー
ズ
ン

前
に
は
水
難
事
故
防
止
の

会
議
を
持
ち
、
離
岸
流
の

情
報
告
知
や
発
生
場
所
に

赤
旗
を
配
布
す
る
な
ど
、

開
設
者
や
連
絡
員
に
対
し

て
指
導
を
し
て
い
る
。

　
検
討
さ
れ
て
い
る
条
例

の
主
な
内
容
は
、
海
水
浴

場
開
設
の
届
け
出
義
務
や
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
事

業
者
や
開
設
者
に
事
故
防

止
の
取
り
組
み
を
規
定
し
、

違
反
者
に
は
罰
則
を
設
け

て
い
る
。

人
口
減
少
時
代
の
将
来
像

は

　
　
合
併
か
ら
10
年
が
経

過
し
、
人
口
は
約
４
３
０

０
人
減
少
し
て
い
る
。
人

口
減
少
時
代
に
入
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
将

来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
の
か
。

　
　
　
将
来
は
悲
観
し
て

い
な
い
。
本
市
に
は
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ

る
環
境
や
、
健
康
等
の
付

加
価
値
の
原
石
が
あ
る
。

10
年
先
は
必
ず
繁
栄
を
し

て
い
る
。

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

遊
泳
者
を
守
る
条
例
制
定
を
検
討

し
て
い
る

市
長

清風クラブ

海
水
浴
場
の
水
難
事
故
防
止
策
を

万
全
に

吉 岡 和 信

　
　
２
つ
あ
る
市
民
病
院

に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

弥
栄
病
院
の
改
修
に
当

た
っ
て
、
市
と
し
て
将
来

に
向
け
た
し
っ
か
り
と
し

た
医
療
体
制
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
べ
き
と
思
う
が
、

検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
平
成
19
年
に
医
療

改
革
プ
ラ
ン
の
検
討
を

行

っ

た
。
公

設

公

営

で

し
っ
か
り
と
し
た
展
開
、

発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
他
の
県
で
は
圏
域
を

越
え
て
、
市
民
病
院
の
統

合
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

目
的
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

老
人
ま
で
一
つ
の
病
院
で

最
高
の
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
、
京
丹
後
市
の
人

口
は
減
っ
て
い
く
。
ま
た
、

病
院
の
改
修
が
あ
る
中
で

１
つ
が
い
い
の
か
２
つ
で

い
く
の
か
を
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
し
て
い
る
。
京
丹
後

市
は
広
域
で
あ
り
、
交
通

ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
ま
た
、

開
業
医
も
少
な
い
中
で
現

在
の
形
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
人

口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

他
市
か
ら
も
呼
び
込
ん
で

い
き
た
い
が
、
受
診
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

漁
業
振
興
策
は
あ
る
の
か

　
　
漁
業
の
課
題
は
何
か
。

　
　
　
漁

獲

量

の

減

少
、

後
継
者
の
不
足
、
漁
価
の

低
下
等
で
あ
る
。

　
　
水

産

加

工

業

者

が

減
っ
て
い
る
の
も
原
因
の

一
つ
で
あ
る
。
漁
業
者
が

減
っ
て
い
く
事
は
漁
村
の

衰
退
に
繋
が
っ
て
い
く
。

こ
れ
も
大
き
な
課
題
と
思

う
が
、
行
政
と
し
て
の
対

策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
経
営
安
定
と
資
源

確
保
の
た
め
に
、
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
、
ヒ
ラ
メ
の
放
流

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
漁
連
と
漁
協
が

一
体
と
な
っ
た
新
し
い
組

織
も
で
き
る
の
で
連
携
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
農
業
振
興
対
策
に
比

べ
不
十
分
と
思
う
が
。

　
　
　
国
、
府
の
施
策
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。

問問

問

問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

どうする2つの市民病院

現
状
を
充
実
さ
せ
発
展
し
て
い
き
た
い

市
長

丹　政　会

ど
う
す
る
２
つ
の
市
民
病
院

池 田 惠 一

問

問

問

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

観光拠点として期待されるワンストップ窓口遊泳禁止区域に指定された立岩付近

◆市政を問う

2013.1115
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会

か
ら
、
行
政
機
能
の
効
率

化
を
考
え
、
本
庁
機
能
を

一
カ
所
に
集
中
配
置
す
べ

き
と
い
わ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
弥
栄
庁
舎
に
つ
い

て

は
、
区

長

協

議

会

で
、

庁
舎
が
無
く
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
病
院
の
設
計
の

自
由
度
が
上
が
り
、
機
能

充
実
が
図
れ
る
の
な
ら
と

い
う
こ
と
で
、
取
り
壊
し

に
一
定
の
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
次
は
網
野
庁

舎
の
検
討
を
進
め
る
。
本

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
市
民

や
団
体
も
含
め
た
検
討
委

員
会
で
、
増
設
も
含
め
た

協
議
を
し
て
も
ら
う
方
向

だ
。
　
　

S
L
は
ど
う
な
っ
た
の
か

　
　
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に

よ
る
Ｓ
Ｌ
運
行
は
。

　
　
　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
申
し
入

れ
た
が
、
鉄
橋
が
荷
重
に

耐
え
ら
れ
な
い
、
車
両
の

確
保
が
で
き
な
い
な
ど
実

現
の
目
途
は
な
い
。

公
民
館
再
配
置
は

　
　
平
成
26
年
度
実
施
を

目
指
す
と
し
て
い
た
公
民

館
再
配
置
計
画
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
公
民
館
職

員
と
の
協
議
や
、
区
長
会

へ
の
説
明
を
行
い
一
部
変

更
し
た
。
中
央
公
民
館
は
、

計
画
通
り
設
置
し
た
い
。

　
地
域
公
民
館
は
、
当
初

計
画
で
小
学
校
区
単
位
と

し
て
い
た
が
、
検
討
を
進

め
る
な
か
で
問
題
点
も
あ

り
中
学
校
区
単
位
と
し
て
、

現
状
の
町
ご
と
の
６
地
域

公
民
館
を
維
持
す
る
。
ま

た
、
地
域
公
民
館
は
地
区

公
民
館
を
指
導
す
る
立
場

に
位
置
づ
け
る
。

　
地
区
公
民
館
は
、
地
区

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
主

体
的
か
つ
自
主
的
な
運
営

を
す
る
た
め
、
条
例
か
ら

外
し
自
治
公
民
館
と
し
た

い
。
　
経
費
に
つ
い
て
は
要
綱

に
よ
る
基
準
を
定
め
、
報

酬
も
含
め
て
旧
町
ご
と
の

公
民
館
連
絡
協
議
会
を
通

じ
て
交
付
し
た
い
。

　
　
来
年
4
月
実
施
で
き

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
で
き
れ
ば

来
年
実
施
し
た
い
が
、
時

間
も
限
ら
れ
て
い
る
。

　
関
係
課
と
と
も
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

弥
栄
庁
舎
は
一
定
の
目
途

次
は
網
野
庁
舎
だ

市
長

丹　政　会

合
併
10
年
が
経
過
す
る
が
庁
舎
問
題

は
ど
う
な
る

三 崎 政 直

　
　
平
成
24
年
度
の
入
札

状
況
で
落
札
率
が
81
・

5
％
に
下
が
り
、
低
入
札

が
61
件
あ
る
。
40
％
以
下

の
落
札
は
通
常
考
え
ら
れ

な
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
50
％
以
下
の
案
件

は
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
認
識
し

て
い
る
。
建
設
業
は
公
共

事
業
の
割
合
が
多
く
最
低

制
限
が
あ
る
が
、
物
品
役

務
に
は
な
い
。
企
業
戦
略

も
あ
り
一
概
に
ダ
ン
ピ
ン

グ
と
は
言
え
な
い
。

　
　
企
業
は
利
益
が
な
い

と
、
雇

用

や

環

境

保

全
、

社
会
貢
献
な
ど
の
社
会
的

責
任
を
果
た
せ
な
い
。
公

共
調
達
の
事
業
費
は
コ
ス

ト
で
は
な
い
。
地
域
へ
の

投
資
だ
。
最
低
制
限
価
格

を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
　
　
　
公
共
調
達
は
、
公

平
性
、
透
明
性
の
観
点
か

ら
競
争
入
札
が
原
則
。
公

共
工
事
の
基
本
方
針
と
し

て
市
内
優
先
発
注
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
持
続
可
能
性
を
当
然
と

し
て
、
最
低
制
限
価
格
の

導
入
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
導
入
な
ど
、
価
格
だ

け
で
な
く
、
技
術
力
や
企

画
力
を
含
め
て
の
業
者
選

定
を
研
究
し
た
い
。

個
人
情
報
の
活
用
で
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
保
護
法
の
過
剰
反
応

で
、
地
域
で
必
要
な
情
報

が
共
有
で
き
て
い
な
い
。

自
治
会
や
消
防
団
な
ど
で

活
用
で
き
る
仕
組
み
が
作

れ
な
い
か
。

　
　
　
５
０
０
０
人
以
下

の
団
体
は
対
象
外
だ
が
、

準
じ
た
取
扱
い
が
望
ま
し

い
。
転
入
者
に
は
、
各
自

治
会
長
に
連
絡
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
対
応
も
協
議

し
て
い
る
。
自
治
会
な
ど

公
共
性
の
高
い
活
動
に
つ

い
て
は
、
住
民
情
報
を
閲

覧
す
る
制
度
も
あ
る
の
で

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
　
自
主
防
災
な
ど
の
地

域
活
動
は
重
要
。
消
防
団

も
情
報
が
少
な
く
団
員
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
市

民
が
活
用
し
や
す
い
手
引

き
書
と
し
て
ひ
な
型
を
提

供
す
る
市
も
あ
る
が
。

　
　
　
自
主
防
災
は
重
要

な
視
点
で
あ
る
。
消
防
団

へ
も
配
慮
す
る
。
情
報
を

整
理
し
て
対
応
し
た
い
。

情報の共有と活用で地域活動の充実を

物
品
役
務
で
の
最
低
制
限
価
格
導
入

を
研
究
し
た
い

市
長

丹　政　会

ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
策
で
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を

谷 津 伸 幸

　
　
本
市
は
昨
年
織
物
実

態
調
査
報
告
書
を
出
し
て

い
る
が
、そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
課
題
と
対
策
は
。

　
　
　
機
業
で
は
工
賃
の

低
下
、
従
業
者
の
高
齢
化
、

設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
、
対

策
と
し
て
織
物
生
産
設
備

の
合
理
化
に
よ
る
経
営
安

定
の
支
援
、
丹
後
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
事
業
の

支
援
な
ど
、
事
業
者
の
挑

戦
意
欲
を
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
昨
今

で
は
若
手
織
物
事
業
者
が
、

大
手
百
貨
店
と
直
接
連
携

し
て
、
展
示
販
売
を
行
う

動
き
も
あ
る
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
の
大
手
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
２
社
と

本
市
織
物
事
業
者
２
社
と

が
共
同
製
作
さ
れ
た
織
物

が
、
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
発
表
さ
れ
、
好
評
で
取

引
に
結
び
つ
い
た
と
聞
く
。

今
後
と
も
、
本
格
的
な
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
て
、
効
果
的

な
活
性
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

丹
後
織
物
の
将
来
展
望
を

　
　
丹
後
織
物
産
地
の
５

年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
て

生
産
基
盤
を
整
備
、産
地
機

能
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。多
種
多
様
で
工
芸
的
な

高
付
加
価
値
の
織
物
へ
の

転
換
を
進
め
、後
継
者
や
染

織
工
芸
士
等
の
育
成
や
、生

産
設
備
の
充
実
化
を
図
る

こ
と
で
、府
が
提
唱
す
る
織

物
の
総
合
産
地
化
を
目
指

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
例
え
ば
山
形
県
鶴

岡
市
で
は
養
蚕
試
験
場
も

あ
り
、
染
と
織
の
一
連
の

工
程
が
揃
っ
て
い
る
。
平

成
22
年
に
シ
ル
ク
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

丹
後
織
物
産
地
は
川
中
に

位
置
す
る
が
、
こ
れ
か
ら

は
川
上
、
川
下
も
含
め
た

産
地
の
構
造
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
７
年
後
の
２

０
２
０
年
は
丹
後
ち
り
め

ん
３
０
０
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
あ
る
。
シ
ル

ク
タ
ウ
ン
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
で
何
が
で
き

る
か
、
織
物
産
地
振
興
の

た
め
、
関
係
団
体
を
含
め

た
市
民
総
ぐ
る
み
の
企
画

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

シ
ル
ク
タ
ウ
ン
構
想
を
探
求
し
て

み
た
い

市
長

無　会　派

丹
後
織
物
産
地
の
将
来
展
望
は

足 達 昌 久

　
　
８
月
の
最
後
の
日
曜

日
に
防
災
訓
練
を
全
市
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

22
年
か
ら
の
参
加
人
数
の

推
移
を
み
て
も
マ
ン
ネ
リ

化

し

て

い

る

と

思

う
。

ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
表
れ
て

い
な
い
か
。

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
を
決
め

て
し
っ
か
り
準
備
を
し
て

い
る
。
実
際
の
災
害
を
想

定
し
た
う
え
で
、
訓
練
の

成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

フ
ォ
ロ
ー
も
し
て
い
き
た

い
。

健
康
寿
命
の
伸
長
が
大
切

で
あ
る

　
　
今
年
の
７
月
に
、
平

成
22
年
度
の
市
区
町
村
別

の
生
命
表
が
発
表
に
な
っ

た
。
京
丹
後
市
の
平
均
寿

命
は
男
性
が
全
国
平
均
。

女
性
は
少
し
高
い
。
健
康

大
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
上
で
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
必
要
。

　
　
　
若
年
層
の
死
亡
率

が
少
し
高
い
の
で
、
３
大

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
、

検
診
や
特
定
保
健
指
導
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

　
　
市
民
の
健
康
増
進
を

考
え
る
時
、
い
つ
ど
ん
な

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
は
大
切
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
診
療
報

酬
明
細
書
等
の
詳
細
な
分

析
は
不
可
欠
だ
。

　
　
　
地
域
別
男
女
別
年

齢
階
層
別
の
疾
病
構
造
の

特
徴
を
把
握
し
保
健
事
業

に
結
び
付
け
重
症
化
を
予

防
す
る
な
ど
大
き
な
意
味

が
あ
り
検
討
す
る
。

　
　
生
活
習
慣
病
で
あ
る

ガ
ン
対
策
が
大
変
重
要
で

あ
る
。
ガ
ン
検
診
の
受
診

率
を
上
げ
て
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が

対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
新

た

に

40

歳

に

な
っ
た
方
に
は
受
診
勧
奨
、

再
受
診
勧
奨
も
行
っ
て
い

く
。
節
目
年
齢
の
方
に
は

個
別
受
診
勧
奨
を
継
続
し

て
い
く
。

　
　
文
科
省
は
、
ガ
ン
教

育
に
関
す
る
検
討
会
を
設

置
し
た
が
、
親
へ
の
逆
教

育
の
意
味
も
あ
り
有
効
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
府
か
ら
ガ

ン
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
募
集
が
あ
り
、

活
用
し
た
い
。

問問

問問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

新たな福祉避難所 峰山総合福祉センター

福
祉
避
難
所
は
９
月
に
見
直
し
た

市
長

無　会　派

な
ぜ
避
難
所
の
見
直
し
が
で
き
な

い
の
か

松 本 聖 司

問

問

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

老朽化が進む弥栄庁舎伝承の藤織りと伝統の絹が織りなす工芸の妙

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

◆市政を問う

2013.11
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会

か
ら
、
行
政
機
能
の
効
率

化
を
考
え
、
本
庁
機
能
を

一
カ
所
に
集
中
配
置
す
べ

き
と
い
わ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
弥
栄
庁
舎
に
つ
い

て

は
、
区

長

協

議

会

で
、

庁
舎
が
無
く
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
病
院
の
設
計
の

自
由
度
が
上
が
り
、
機
能

充
実
が
図
れ
る
の
な
ら
と

い
う
こ
と
で
、
取
り
壊
し

に
一
定
の
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
次
は
網
野
庁

舎
の
検
討
を
進
め
る
。
本

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
市
民

や
団
体
も
含
め
た
検
討
委

員
会
で
、
増
設
も
含
め
た

協
議
を
し
て
も
ら
う
方
向

だ
。
　
　

S
L
は
ど
う
な
っ
た
の
か

　
　
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に

よ
る
Ｓ
Ｌ
運
行
は
。

　
　
　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
申
し
入

れ
た
が
、
鉄
橋
が
荷
重
に

耐
え
ら
れ
な
い
、
車
両
の

確
保
が
で
き
な
い
な
ど
実

現
の
目
途
は
な
い
。

公
民
館
再
配
置
は

　
　
平
成
26
年
度
実
施
を

目
指
す
と
し
て
い
た
公
民

館
再
配
置
計
画
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
公
民
館
職

員
と
の
協
議
や
、
区
長
会

へ
の
説
明
を
行
い
一
部
変

更
し
た
。
中
央
公
民
館
は
、

計
画
通
り
設
置
し
た
い
。

　
地
域
公
民
館
は
、
当
初

計
画
で
小
学
校
区
単
位
と

し
て
い
た
が
、
検
討
を
進

め
る
な
か
で
問
題
点
も
あ

り
中
学
校
区
単
位
と
し
て
、

現
状
の
町
ご
と
の
６
地
域

公
民
館
を
維
持
す
る
。
ま

た
、
地
域
公
民
館
は
地
区

公
民
館
を
指
導
す
る
立
場

に
位
置
づ
け
る
。

　
地
区
公
民
館
は
、
地
区

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
主

体
的
か
つ
自
主
的
な
運
営

を
す
る
た
め
、
条
例
か
ら

外
し
自
治
公
民
館
と
し
た

い
。
　
経
費
に
つ
い
て
は
要
綱

に
よ
る
基
準
を
定
め
、
報

酬
も
含
め
て
旧
町
ご
と
の

公
民
館
連
絡
協
議
会
を
通

じ
て
交
付
し
た
い
。

　
　
来
年
4
月
実
施
で
き

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
で
き
れ
ば

来
年
実
施
し
た
い
が
、
時

間
も
限
ら
れ
て
い
る
。

　
関
係
課
と
と
も
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

弥
栄
庁
舎
は
一
定
の
目
途

次
は
網
野
庁
舎
だ

市
長

丹　政　会

合
併
10
年
が
経
過
す
る
が
庁
舎
問
題

は
ど
う
な
る

三 崎 政 直

　
　
平
成
24
年
度
の
入
札

状
況
で
落
札
率
が
81
・

5
％
に
下
が
り
、
低
入
札

が
61
件
あ
る
。
40
％
以
下

の
落
札
は
通
常
考
え
ら
れ

な
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
50
％
以
下
の
案
件

は
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
認
識
し

て
い
る
。
建
設
業
は
公
共

事
業
の
割
合
が
多
く
最
低

制
限
が
あ
る
が
、
物
品
役

務
に
は
な
い
。
企
業
戦
略

も
あ
り
一
概
に
ダ
ン
ピ
ン

グ
と
は
言
え
な
い
。

　
　
企
業
は
利
益
が
な
い

と
、
雇

用

や

環

境

保

全
、

社
会
貢
献
な
ど
の
社
会
的

責
任
を
果
た
せ
な
い
。
公

共
調
達
の
事
業
費
は
コ
ス

ト
で
は
な
い
。
地
域
へ
の

投
資
だ
。
最
低
制
限
価
格

を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
　
　
　
公
共
調
達
は
、
公

平
性
、
透
明
性
の
観
点
か

ら
競
争
入
札
が
原
則
。
公

共
工
事
の
基
本
方
針
と
し

て
市
内
優
先
発
注
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
持
続
可
能
性
を
当
然
と

し
て
、
最
低
制
限
価
格
の

導
入
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
導
入
な
ど
、
価
格
だ

け
で
な
く
、
技
術
力
や
企

画
力
を
含
め
て
の
業
者
選

定
を
研
究
し
た
い
。

個
人
情
報
の
活
用
で
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
保
護
法
の
過
剰
反
応

で
、
地
域
で
必
要
な
情
報

が
共
有
で
き
て
い
な
い
。

自
治
会
や
消
防
団
な
ど
で

活
用
で
き
る
仕
組
み
が
作

れ
な
い
か
。

　
　
　
５
０
０
０
人
以
下

の
団
体
は
対
象
外
だ
が
、

準
じ
た
取
扱
い
が
望
ま
し

い
。
転
入
者
に
は
、
各
自

治
会
長
に
連
絡
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
対
応
も
協
議

し
て
い
る
。
自
治
会
な
ど

公
共
性
の
高
い
活
動
に
つ

い
て
は
、
住
民
情
報
を
閲

覧
す
る
制
度
も
あ
る
の
で

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
　
自
主
防
災
な
ど
の
地

域
活
動
は
重
要
。
消
防
団

も
情
報
が
少
な
く
団
員
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
市

民
が
活
用
し
や
す
い
手
引

き
書
と
し
て
ひ
な
型
を
提

供
す
る
市
も
あ
る
が
。

　
　
　
自
主
防
災
は
重
要

な
視
点
で
あ
る
。
消
防
団

へ
も
配
慮
す
る
。
情
報
を

整
理
し
て
対
応
し
た
い
。

情報の共有と活用で地域活動の充実を

物
品
役
務
で
の
最
低
制
限
価
格
導
入

を
研
究
し
た
い

市
長

丹　政　会

ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
策
で
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を

谷 津 伸 幸

　
　
本
市
は
昨
年
織
物
実

態
調
査
報
告
書
を
出
し
て

い
る
が
、そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
課
題
と
対
策
は
。

　
　
　
機
業
で
は
工
賃
の

低
下
、
従
業
者
の
高
齢
化
、

設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
、
対

策
と
し
て
織
物
生
産
設
備

の
合
理
化
に
よ
る
経
営
安

定
の
支
援
、
丹
後
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
事
業
の

支
援
な
ど
、
事
業
者
の
挑

戦
意
欲
を
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
昨
今

で
は
若
手
織
物
事
業
者
が
、

大
手
百
貨
店
と
直
接
連
携

し
て
、
展
示
販
売
を
行
う

動
き
も
あ
る
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
の
大
手
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
２
社
と

本
市
織
物
事
業
者
２
社
と

が
共
同
製
作
さ
れ
た
織
物

が
、
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
発
表
さ
れ
、
好
評
で
取

引
に
結
び
つ
い
た
と
聞
く
。

今
後
と
も
、
本
格
的
な
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
て
、
効
果
的

な
活
性
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

丹
後
織
物
の
将
来
展
望
を

　
　
丹
後
織
物
産
地
の
５

年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
て

生
産
基
盤
を
整
備
、産
地
機

能
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。多
種
多
様
で
工
芸
的
な

高
付
加
価
値
の
織
物
へ
の

転
換
を
進
め
、後
継
者
や
染

織
工
芸
士
等
の
育
成
や
、生

産
設
備
の
充
実
化
を
図
る

こ
と
で
、府
が
提
唱
す
る
織

物
の
総
合
産
地
化
を
目
指

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
例
え
ば
山
形
県
鶴

岡
市
で
は
養
蚕
試
験
場
も

あ
り
、
染
と
織
の
一
連
の

工
程
が
揃
っ
て
い
る
。
平

成
22
年
に
シ
ル
ク
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

丹
後
織
物
産
地
は
川
中
に

位
置
す
る
が
、
こ
れ
か
ら

は
川
上
、
川
下
も
含
め
た

産
地
の
構
造
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
７
年
後
の
２

０
２
０
年
は
丹
後
ち
り
め

ん
３
０
０
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
あ
る
。
シ
ル

ク
タ
ウ
ン
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
で
何
が
で
き

る
か
、
織
物
産
地
振
興
の

た
め
、
関
係
団
体
を
含
め

た
市
民
総
ぐ
る
み
の
企
画

を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

シ
ル
ク
タ
ウ
ン
構
想
を
探
求
し
て

み
た
い

市
長

無　会　派

丹
後
織
物
産
地
の
将
来
展
望
は

足 達 昌 久

　
　
８
月
の
最
後
の
日
曜

日
に
防
災
訓
練
を
全
市
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

22
年
か
ら
の
参
加
人
数
の

推
移
を
み
て
も
マ
ン
ネ
リ

化

し

て

い

る

と

思

う
。

ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
表
れ
て

い
な
い
か
。

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
を
決
め

て
し
っ
か
り
準
備
を
し
て

い
る
。
実
際
の
災
害
を
想

定
し
た
う
え
で
、
訓
練
の

成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

フ
ォ
ロ
ー
も
し
て
い
き
た

い
。

健
康
寿
命
の
伸
長
が
大
切

で
あ
る

　
　
今
年
の
７
月
に
、
平

成
22
年
度
の
市
区
町
村
別

の
生
命
表
が
発
表
に
な
っ

た
。
京
丹
後
市
の
平
均
寿

命
は
男
性
が
全
国
平
均
。

女
性
は
少
し
高
い
。
健
康

大
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
上
で
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
必
要
。

　
　
　
若
年
層
の
死
亡
率

が
少
し
高
い
の
で
、
３
大

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
、

検
診
や
特
定
保
健
指
導
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

　
　
市
民
の
健
康
増
進
を

考
え
る
時
、
い
つ
ど
ん
な

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
は
大
切
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
診
療
報

酬
明
細
書
等
の
詳
細
な
分

析
は
不
可
欠
だ
。

　
　
　
地
域
別
男
女
別
年

齢
階
層
別
の
疾
病
構
造
の

特
徴
を
把
握
し
保
健
事
業

に
結
び
付
け
重
症
化
を
予

防
す
る
な
ど
大
き
な
意
味

が
あ
り
検
討
す
る
。

　
　
生
活
習
慣
病
で
あ
る

ガ
ン
対
策
が
大
変
重
要
で

あ
る
。
ガ
ン
検
診
の
受
診

率
を
上
げ
て
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が

対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
新

た

に

40

歳

に

な
っ
た
方
に
は
受
診
勧
奨
、

再
受
診
勧
奨
も
行
っ
て
い

く
。
節
目
年
齢
の
方
に
は

個
別
受
診
勧
奨
を
継
続
し

て
い
く
。

　
　
文
科
省
は
、
ガ
ン
教

育
に
関
す
る
検
討
会
を
設

置
し
た
が
、
親
へ
の
逆
教

育
の
意
味
も
あ
り
有
効
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
府
か
ら
ガ

ン
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
募
集
が
あ
り
、

活
用
し
た
い
。

問問

問問

問

市
長

市
長

市
長

市
長

新たな福祉避難所 峰山総合福祉センター

福
祉
避
難
所
は
９
月
に
見
直
し
た

市
長

無　会　派

な
ぜ
避
難
所
の
見
直
し
が
で
き
な

い
の
か

松 本 聖 司

問

問

問問 市
長

市
長

市
長

市
長

老朽化が進む弥栄庁舎伝承の藤織りと伝統の絹が織りなす工芸の妙

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

◆市政を問う

2013.11



18

 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会

 まとめとご意見 まとめとご意見

（平成25年8月19日・20日開催分）

主な内容
・9月定例会の概要報告
・市政に対する提言、議会活動
　などについて意見交換

懇談テーマ
 「議会の情報発信・議会に望むこと」

　
懇
談
会
に
お
け
る
参
加
者

の
意
見
な
ど
を
こ
こ
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
議
会
の
傍
聴
者
が
少
な

い
。
以
前
傍
聴
に
行
っ
た
際
、

住
所
氏
名
の
記
入
に
違
和
感

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
後

は
参
加
し
て
い
な
い
。

　
　
現
在
は
、
氏
名
の
み
記

入
を
お
願
い
し
て
い
る
。
傍

聴
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
議

会
の
雰
囲
気
も
伝
わ
る
。
ぜ

ひ
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
か
ぶ
と
山
展
望
台
の
整

備
計
画
が
あ
る
が
、
自
然
を

生
か
し
た
整
備
を
し
て
ほ
し

い
。

　
　
一
区
、
甲
山
、
神
崎
の
区

長
を
中
心
に
話
し
合
い
を
行

い
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
善
王
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

駐
車
場
が
芝
生
化
さ
れ
る
と

聞
い
た
。
現
在
使
用
し
て
い

な
い
施
設
の
裏
山
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
転
用
可

能
だ
。
こ
こ
に
複
数
整
備
し
、

幅
広
く
利
用
す
べ
き
だ
。

　
　
大
宮
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
長
の
名
前
で
要

望
書
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
　
　
若
い
世
代
と
し
て
懇
談

会
に
参
加
し
た
。
高
齢
者
の

意
見
が
多
く
、
予
算
も
高
齢

者
に
偏
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
も
っ
と
子
育
て
世
代

に
目
を
向
け
た
予
算
に
し
て

欲
し
い
。

　
　
若
い
世
代
の
方
々
に
も
、

意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
保
育
料
の
高
さ
は
議
員

と
し
て
も
問
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
国
の
流
れ
も
、

若
者
に
支
援
し
て
い
く
方
針

で
す
。

　
　
東
京
か
ら
移
住
し
て
２

年
目
だ
が
、
議
員
と
の
懇
談

会
は
と
て
も
良
い
。
地
域
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
も
分
か
っ

た
。
で
き
れ
ば
今
後
も
参
加

し
た
い
。
年
間
の
開
催
数
は
。

　
　
定
例
会
終
了
後
の
年
４

回
、
市
内
の
６
町
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

促
進
事
業
の
詳
細
は
。

　
　
森
林
整
備
を
促
進
し
、
森

林
の
持
つ
機
能
の
回
復
、
維
持

と
木
材
利
用
に
よ
る
地
域
経

済
の
循
環
と
温
暖
化
対
策
が

目
的
。チ
ッ
プ
化
し
、
燃
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

　
　
太
陽
光
発
電
は
、
原
発

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。
個
人
へ
の
補
助

も
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

新
火
葬
場
の
屋
根
へ
の
設
置

は
ど
う
か
。

　
　
市
と
し
て
必
要
性
に
つ

い
て
は
議
論
し
た
。新
火
葬
場

へ
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。
発
電
所
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

確
立
は
民
間
で
と
考
え
て
い

る
。豊
岡
で
は
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
空
家
に
住
ん
で
６
カ
月

に
な
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
つ
な
が
ら
な
い
し
、
テ

レ
ビ
も
見
ら
れ
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
予
想
以
上
に
工
事
の
申

し
込
み
が
あ
り
遅
れ
て
い
る
。

積
極
的
に
進
め
る
よ
う
に
担

当
部
局
に
伝
え
ま
す
。

問問

問

問問

問

問問

答

答

答

答答答

答答

前回の報告会

「地方税財源の充実確保」について国へ意見書を提出
１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について

（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映することにより、一般

　　財源総額を確保すること。

（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に発揮され

　　るよう増額すること。

（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率の引上げにより対応すること。

（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠を維持すること。

（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成２５年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財源である地方交付

　　税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。

２．地方税源の充実確保等について

（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」とすること。

　　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築すること。

（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、政策的な税額控除を導

　　入しないこと。

（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。

　　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等ついては、現行制度を堅持すること。

（４）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕組みを含め現行制度を堅持す

　　ること。

（５）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、現行制度を堅持すること。

（６）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに創設するなど、地

　　方税財源を確保する仕組みを構築すること。 【全員賛成で可決】

・サンカイカンの指定管理者である
 「くみはま縣」に対し基本協定書通りに実行
 を促す陳情書

［陳情者］有田 光亨　

【賛成5、反対16で不採択】

・ＴＰＰ交渉からの撤退を要求する陳情

［陳情者］京丹後市農民組合　
　　　　　代 表 者　松村 統克
　　　　　事務局長　安田 政教

【賛成5、反対16で不採択】

陳　情
開催日

11月18日
（月）

11月19日
（火）

開催時間 場　　　所 班

午後7時30分～
午後9時

午後7時30分～
午後9時

網野会場
たちばな会館（木津）

峰山会場
荒山区公民館

班

1班

2班

3班

議　　員

田中邦生・吉岡豊和・岡田 修・池田惠一・橋本まり子
堀一郎・松本経一・松本聖司 

中村 雅・藤田 太・川村博茂・足達昌久・芳賀裕治
森 勝・和田正幸

谷口雅昭・由利敏雄・三崎政直・金田琮仁・谷津伸幸
平林智江美・吉岡和信

次回の市民と議会の懇談会次回の市民と議会の懇談会
小中学校・幼稚園・保育所の再配置についてテーマ

1班

2班

弥栄会場
木橋区公民館 3班

久美浜会場
久美浜機業センター（野中）

丹後会場
丹後地域公民館（間人）

1班

2班

大宮会場
三重生活改善センター　 3班

　
　
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー

は
10
項
目
の
条
件
が
満
た

さ
れ
れ
ば
、安
心
安
全
が
確

保
で
き
た
と
言
え
る
の
か
。

議
員
は
い
た
ず
ら
に
時
間

を
か
け
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、軍
人
、軍
属
１

６
０
人
の
居
住
地
も
決
ま
っ

て
い
な
い
中
で
ど
う
な
の

か
。

　
　
議
会
と
し
て
特
別
委

員
会
に
よ
る
青
森
県
つ
が

る
市
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。地
元
住
民
か
ら
は
安
心

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。市
長
の

10
項
目
の
条
件
が
満
た
さ

れ
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
レ
ー
ダ
ー
基
地
が
来

る
か
来
な
い
か
に
関
わ
ら

ず
、道
路
な
ど
必
要
な
も
の

は
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
宇
川
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
、昨
年
度
に
続
き
府
に

陳
情
し
て
き
ま
し
た
。レ
ー

ダ
ー
基
地
と
は
関
係
な
く
、

必
要
な
も
の
は
要
望
し
て

い
ま
す
。

　
　
レ
ー
ダ
ー
の
出
力
に

つ
い
て
の
安
全
性
の
問
題

や
攻
撃
は
さ
れ
な
い
と
い

う
防
衛
省
の
説
明
の
ま
ま

で
よ
い
の
か
。

　
　
レ
ー
ダ
ー
の
前
に
人

が
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。市
長
が
条
件
を
提
示
し

て
い
ま
す
。検
証
や
環
境
調

査
な
ど
を
行
う
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問

問

問 答

答答

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
ご
意
見

◆意見書、陳情、次回の市民と議会の懇談会

2013.11
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 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会
 市民と議会の懇談会

 まとめとご意見 まとめとご意見

（平成25年8月19日・20日開催分）

主な内容
・9月定例会の概要報告
・市政に対する提言、議会活動
　などについて意見交換

懇談テーマ
 「議会の情報発信・議会に望むこと」

　
懇
談
会
に
お
け
る
参
加
者

の
意
見
な
ど
を
こ
こ
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
議
会
の
傍
聴
者
が
少
な

い
。
以
前
傍
聴
に
行
っ
た
際
、

住
所
氏
名
の
記
入
に
違
和
感

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
後

は
参
加
し
て
い
な
い
。

　
　
現
在
は
、
氏
名
の
み
記

入
を
お
願
い
し
て
い
る
。
傍

聴
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
議

会
の
雰
囲
気
も
伝
わ
る
。
ぜ

ひ
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
。
　
　
か
ぶ
と
山
展
望
台
の
整

備
計
画
が
あ
る
が
、
自
然
を

生
か
し
た
整
備
を
し
て
ほ
し

い
。
　
　
一
区
、
甲
山
、
神
崎
の
区

長
を
中
心
に
話
し
合
い
を
行

い
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
善
王
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

駐
車
場
が
芝
生
化
さ
れ
る
と

聞
い
た
。
現
在
使
用
し
て
い

な
い
施
設
の
裏
山
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
転
用
可

能
だ
。
こ
こ
に
複
数
整
備
し
、

幅
広
く
利
用
す
べ
き
だ
。

　
　
大
宮
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
長
の
名
前
で
要

望
書
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
若
い
世
代
と
し
て
懇
談

会
に
参
加
し
た
。
高
齢
者
の

意
見
が
多
く
、
予
算
も
高
齢

者
に
偏
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
も
っ
と
子
育
て
世
代

に
目
を
向
け
た
予
算
に
し
て

欲
し
い
。

　
　
若
い
世
代
の
方
々
に
も
、

意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
保
育
料
の
高
さ
は
議
員

と
し
て
も
問
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
国
の
流
れ
も
、

若
者
に
支
援
し
て
い
く
方
針

で
す
。

　
　
東
京
か
ら
移
住
し
て
２

年
目
だ
が
、
議
員
と
の
懇
談

会
は
と
て
も
良
い
。
地
域
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
も
分
か
っ

た
。
で
き
れ
ば
今
後
も
参
加

し
た
い
。
年
間
の
開
催
数
は
。

　
　
定
例
会
終
了
後
の
年
４

回
、
市
内
の
６
町
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

促
進
事
業
の
詳
細
は
。

　
　
森
林
整
備
を
促
進
し
、
森

林
の
持
つ
機
能
の
回
復
、
維
持

と
木
材
利
用
に
よ
る
地
域
経

済
の
循
環
と
温
暖
化
対
策
が

目
的
。チ
ッ
プ
化
し
、
燃
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

　
　
太
陽
光
発
電
は
、
原
発

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。
個
人
へ
の
補
助

も
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

新
火
葬
場
の
屋
根
へ
の
設
置

は
ど
う
か
。

　
　
市
と
し
て
必
要
性
に
つ

い
て
は
議
論
し
た
。新
火
葬
場

へ
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。
発
電
所
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

確
立
は
民
間
で
と
考
え
て
い

る
。豊
岡
で
は
す
で
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
空
家
に
住
ん
で
６
カ
月

に
な
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
つ
な
が
ら
な
い
し
、
テ

レ
ビ
も
見
ら
れ
な
い
。
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
予
想
以
上
に
工
事
の
申

し
込
み
が
あ
り
遅
れ
て
い
る
。

積
極
的
に
進
め
る
よ
う
に
担

当
部
局
に
伝
え
ま
す
。

問問

問

問問

問

問問

答

答

答

答答答

答答

前回の報告会

「地方税財源の充実確保」について国へ意見書を提出
１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について

（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映することにより、一般

　　財源総額を確保すること。

（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に発揮され

　　るよう増額すること。

（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率の引上げにより対応すること。

（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠を維持すること。

（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成２５年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財源である地方交付

　　税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。

２．地方税源の充実確保等について

（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」とすること。

　　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築すること。

（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、政策的な税額控除を導

　　入しないこと。

（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。

　　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等ついては、現行制度を堅持すること。

（４）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕組みを含め現行制度を堅持す

　　ること。

（５）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、現行制度を堅持すること。

（６）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに創設するなど、地

　　方税財源を確保する仕組みを構築すること。 【全員賛成で可決】

・サンカイカンの指定管理者である
 「くみはま縣」に対し基本協定書通りに実行
 を促す陳情書

［陳情者］有田 光亨　

【賛成5、反対16で不採択】

・ＴＰＰ交渉からの撤退を要求する陳情

［陳情者］京丹後市農民組合　
　　　　　代 表 者　松村 統克
　　　　　事務局長　安田 政教

【賛成5、反対16で不採択】

陳　情
開催日

11月18日
（月）

11月19日
（火）

開催時間 場　　　所 班

午後7時30分～
午後9時

午後7時30分～
午後9時

網野会場
たちばな会館（木津）

峰山会場
荒山区公民館

班

1班

2班

3班

議　　員

田中邦生・吉岡豊和・岡田 修・池田惠一・橋本まり子
堀一郎・松本経一・松本聖司 

中村 雅・藤田 太・川村博茂・足達昌久・芳賀裕治
森 勝・和田正幸

谷口雅昭・由利敏雄・三崎政直・金田琮仁・谷津伸幸
平林智江美・吉岡和信

次回の市民と議会の懇談会次回の市民と議会の懇談会
小中学校・幼稚園・保育所の再配置についてテーマ

1班

2班

弥栄会場
木橋区公民館 3班

久美浜会場
久美浜機業センター（野中）

丹後会場
丹後地域公民館（間人）

1班

2班

大宮会場
三重生活改善センター　 3班

　
　
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー

は
10
項
目
の
条
件
が
満
た

さ
れ
れ
ば
、安
心
安
全
が
確

保
で
き
た
と
言
え
る
の
か
。

議
員
は
い
た
ず
ら
に
時
間

を
か
け
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、軍
人
、軍
属
１

６
０
人
の
居
住
地
も
決
ま
っ

て
い
な
い
中
で
ど
う
な
の

か
。
　
　
議
会
と
し
て
特
別
委

員
会
に
よ
る
青
森
県
つ
が

る
市
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。地
元
住
民
か
ら
は
安
心

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。市
長
の

10
項
目
の
条
件
が
満
た
さ

れ
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
レ
ー
ダ
ー
基
地
が
来

る
か
来
な
い
か
に
関
わ
ら

ず
、道
路
な
ど
必
要
な
も
の

は
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
宇
川
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
、昨
年
度
に
続
き
府
に

陳
情
し
て
き
ま
し
た
。レ
ー

ダ
ー
基
地
と
は
関
係
な
く
、

必
要
な
も
の
は
要
望
し
て

い
ま
す
。

　
　
レ
ー
ダ
ー
の
出
力
に

つ
い
て
の
安
全
性
の
問
題

や
攻
撃
は
さ
れ
な
い
と
い

う
防
衛
省
の
説
明
の
ま
ま

で
よ
い
の
か
。

　
　
レ
ー
ダ
ー
の
前
に
人

が
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。市
長
が
条
件
を
提
示
し

て
い
ま
す
。検
証
や
環
境
調

査
な
ど
を
行
う
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問

問

問 答

答答

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
ご
意
見

◆市民と議会の懇談会

2013.11
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日
々
の

 

暮
ら
し
の
中
で

小
谷
　
有
香
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久
美
浜
町 

芦
原

　
兵
庫
県
か
ら
久
美
浜
に

嫁
い
で
も
う
す
ぐ
１
年
に

な
り
ま
す
。久
美
浜
に
来
て

感
じ
た
こ
と
は
、秋
に
は
お

米
、お
い
し
い
果
物
、季
節

の
野
菜
が
次
々
に
収
穫
さ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
食
材
と
と

も
に
季
節
の
移
ろ
い
を
、肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
地
元
に
は
我
が
家

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
は
じ

め
、元
気
な
お
年
寄
り
が
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

健
康
長
寿
の
秘
訣
や
、お
年

寄
り
の
知
恵
に
学
ぶ
こ
と

　

が
多
く
、自
分
も
そ
う
あ
り

た
い
と
思
う
こ
と
が
し
ば

し
ば
で
す
。人
と
人
の
つ
な

が
り
が
強
く
、あ
っ
た
か
い

方
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
勤
め
の
か
た
わ
ら
に
、休

み
の
日
や
、帰
宅
後
に
農
業

に
取
り
組
む
夫
の
農
作
業

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。10
月

に
入
っ
た
ら
収
穫
の「
ウ
コ

ン
」。私
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
収
穫
で
と
て
も
楽
し

み
で
す
。乾
燥
し
、粉
末
に

し
て
地
元
の
店
舗
な
ど
に

お
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

他
に
も
い
ろ
ん
な
作
物
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
て
、生

姜
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、安
納

芋
、春
菊
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ス
イ
カ
、さ
ら
に
は
ト
マ

ト
、パ
プ
リ
カ
の
水
耕
栽
培

に
も
、取
り
組
ん
で
み
ま
し

た
。
　
今
年
の「
イ
チ
ゴ
」づ
く

り
は
、ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル

を
破
っ
て
侵
入
し
て
く
る

小
動
物
と
の
戦
い
で
、私
も

一
生
懸
命
、木
の
柵
や
網
、

簡
単
な
罠
な
ど
で
、捕
獲
作

戦
に
頑
張
り
ま
し
た
が
、結

局
正
体
が
わ
か
ら
な
い
ま

ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
農
業
が
工
夫
と
創
造
力

で
、ど
ん
ど
ん
世
界
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
も
実
感

し
て
い
ま
す
。使
用
し
な
く

な
っ
た
浴
槽
に
水
を
貯
め
、

酸
素
を
と
り
こ
ん
で
、ト
マ

ト
苗
を
植
え
て
み
た
り
も

し
ま
し
た
。前
述
の
ウ
コ
ン

の
乾
燥
も
、大
き
な
金
属
製

の
米
箱
を
改
造
し
、熱
風
を

取
り
込
め
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
、苦
心
の
作
で
す
。

夫
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
、楽

し
み
な
が
ら
自
己
流
で
栽

培
道
具
を
作
る
の
を
、「
こ

の
発
想
は
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
な
？
」と
感
心
し
、豊

か
な
創
造
力
に
、私
も
励
ま

さ
れ
て
、一
緒
に
頑
張
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
わ
い
て
き
ま

す
。若
い
担
い
手
が
さ
ら
に

増
え
て
い
く
た
め
に
も
自

然
と
共
生
し
、楽
し
く
生
き

が
い
と
し
て
農
業
に
取
り

組
め
、新
し
い
つ
な
が
り
も

広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
１
月
に
は
、母
に
な
り
ま

す
。友
人
が「
京
丹
後
は
子

育
て
支
援
が
充
実
し
て
い

る
」と
話
し
て
い
る
の
を
聞

き
、う
れ
し
く
感
じ
ま
し

た
。ど
ん
な
支
援
策
が
あ
る

の
か
、調
べ
て
利
用
さ
せ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。情
報
が
も
っ
と
簡
単

に
届
く
方
法
が
あ
れ
ば

も
っ
と
い
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　
母
に
な
る
喜
び
と
同
時

に
子
育
て
に
関
し
て
の
不

安
も
あ
り
ま
す
。若
者
や
、

子
育
て
世
代
が
頑
張
れ
る

た
め
の
市
の
さ
ら
な
る
応

援
や
、教
育
の
充
実
が
、京

丹
後
の
未
来
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。生
ま
れ
て
く

る
子
に
も
久
美
浜
の
自
然

を
い
っ
ぱ
い
感
じ
て
、家
族

と
と
も
に
畑
や
田
ん
ぼ
を

走
り
ま
わ
っ
て
く
れ
る
日

を
楽
し
み
に
、日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
台
風
18
号
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
御
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。京
丹
後
市

で
は
、カ
ニ
、梨
、ぶ
ど
う
、米
な
ど
、何
も
か
も
が
お
い

し
い
食
欲
の
秋
、観
光
の
秋
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、観
光
で
来
ら
れ
た
お
客

さ
ま
に
は
、目
で
見
た
景
色
、旬
の
あ
じ
わ
い
を
お
土
産

と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
海
の
京
都
構
想
の
中
で
、か
ぶ
と
山
展
望
台
が
平
成

26
年
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
編
集
委
員
会
は
、市
民
の
方
に
と
っ
て
、見
や
す

く
、わ
か
り
や
す
い
編
集
を
心
が
け
、今
後
も
皆
さ
ま
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
誌
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

委
　
員
　
由
利
　
敏
雄

　
〃
　
　
堀
　
　
一
郎

　
〃
　
　
藤
田
　
　
太

委
員
長
　
川
村
　
博
茂

副
委
員
長
金
田
　
琮
仁

委
　
員
　
和
田
　
正
幸

　
〃
　
　
橋
本
ま
り
子

　
〃
　
　
谷
津
　
伸
幸

◎
広
報
編
集
委
員
会

ウコンと
　　生姜

◆市民の声・あとがき
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